
教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1

2 ○ ○

3 〇

4 ○

5 ○ ○

6 〇

7 ○

8 〇 〇

9 ○

10 ○

11 ○

12 ○

13 ○

14 ○

15 ○ ○

16 〇 〇

17 ○

18 ○

19 ○

20 ○

21 ○

22 ○

23 ○

24 ○

25 ○

26 〇 〇

27 ○ ○

28 ○ ○

29 ○ ○

30 ○

31 ○

32 ○

33 ○ ○

34 ○ ○

35 ○

36 ○

37 ○

38 ○

39 〇 〇

備考 合計時間数 2 単位×39週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを評価し 、 評定はこ れを総括する 。

78 時間

未来に目を 向ける 「 真の自立と は」 鷲田清一 自分なり の「 自立」 と その具体的な方法を 、 適切な表
現で発表する こ と ができ る 。

年度末考査 既習事項が定着し ている 。

未来に目を 向ける 「 真の自立と は」 鷲田清一 筆者の意見と 根拠と なる 部分、 両者の関係性等を 的確
に理解し 、 文章の論理展開を 把握でき る 。

未来に目を 向ける 「 真の自立と は」 鷲田清一 筆者の「 自立」 を 参考にし て自分なり の「 自立」 と そ
の具体的な方法を 考える こ と ができ る 。

未来に目を 向ける 「 不思議な拍手」 細馬宏通 推論の展開を 理解し つつ、 他者の認識を 理解する こ と
ができ る

未来に目を 向ける 「 真の自立と は」 鷲田清一 文章中の漢字や語句の意味を 理解し 、 文章の概容を 理
解する こ と ができ る 。

世界と つながる 「 美し さ の発見」 高階秀爾 心の世界の広がり を 感じ たこ と があ る かを 顧みて、 そ
の体験を ま と める こ と ができ る 。

未来に目を 向ける 「 不思議な拍手」 細馬宏通 文章中の漢字や語句の意味を 理解し 、 文章の概容を 理
解する こ と ができ る 。

世界と つながる 「 美し さ の発見」 高階秀爾 文章中の漢字や語句の意味を 理解し 、 文章の概容を 理
解する こ と ができ る 。

世界と つながる 「 美し さ の発見」 高階秀爾 抽象的な題材における 筆者の主張と 具体例の関係性等
を 的確に理解する こ と ができ る 。

手紙・ メ ールの書き 方 手紙・ メ ールの書き 方 一般的な手紙の形式に基づいて適切な手紙を 作成する
こ と ができ る 。

手紙・ メ ールの書き 方 手紙・ メ ールの書き 方 一般的な手紙の形式に基づいて公的な手紙を 作成する
こ と ができ る 。

後期中間考査 既習事項が定着し ている 。

手紙・ メ ールの書き 方 手紙・ メ ールの書き 方 一般的な手紙の形式を 理解する こ と ができ る 。

社会と 関わる 「 森で染める 人」 鈴木菜々子 筆者の体験を 想像し 、 筆者の意見や心情を 理解する こ
と ができ る 。

社会と 関わる 「 森で染める 人」 鈴木菜々子 自然や社会の中で生き る 意味を 考え、 自身の職業観や
生き る 意味を 考える こ と ができ る 。

社会と 関わる 「 鍋洗いの日々」 村上信夫 興味のあ る 職業について情報を 収集し 、 苦労ややり が
い等についてま と める こ と ができ る 。

社会と 関わる 「 森で染める 人」 鈴木菜々子 文章中の漢字や語句の意味を 理解し 、 文章の概容を 理
解する こ と ができ る 。

社会と 関わる 「 鍋洗いの日々」 村上信夫 文章中の漢字や語句の意味を 理解し 、 文章の概容を 理
解する こ と ができ る 。

社会と 関わる 「 鍋洗いの日々」 村上信夫 筆者の体験を 想像し 、 筆者の意見や心情を 理解する こ
と ができ る 。

視野を 広げる 「 無彩の色」 港千尋 筆者の意見と 根拠と なる 部分、 両者の関係性等を 的確
に理解し 、 文章の論理展開を 把握でき る 。

視野を 広げる 「 無彩の色」 港千尋 色が持つ意味や効果に着目し 、 日常生活の中にあ る も
のに対し て考察を 加える こ と ができ る 。

前期期末考査 既習事項が定着し ている 。

視野を 広げる 「 無彩の色」 港千尋 文章中の漢字や語句の意味を 理解し 、 文章の概容を 理
解する こ と ができ る 。

他者に出会う 「 水の東西」 山崎正和 東西文化の比較を 行い、 日本や他の文化における 特徴
を 理解する こ と ができ る 。

他者に出会う 集めた情報の内容を検討し て意見文を 書こ う 情報を 集めて検討し 、 構成を 工夫し て意見を 述べる こ
と ができ る 。

他者に出会う 「 水の東西」 山崎正和 文章中の漢字や語句の意味を 理解し 、 文章の概容を 理
解する こ と ができ る 。

他者に出会う 「 水の東西」 山崎正和 筆者の意見と 根拠と なる 部分、 両者の関係性等を 的確
に理解し 、 文章の論理展開を 把握でき る 。

他者に出会う 「 未来を つく る 想像力」 石田英敬 筆者の意見と 根拠と なる 部分、 両者の関係性等を 的確
に理解し 、 文章の論理展開を 把握でき る 。

他者に出会う 「 未来を つく る 想像力」 石田英敬 自分なり のメ ディ アと の付き 合い方を 考えてま と める
こ と ができ る 。

前期中間考査 既習事項が定着し ている 。

他者に出会う 「 未来を つく る 想像力」 石田英敬 文章中の漢字や語句の意味を 理解し 、 文章の概容を 理
解する こ と ができ る 。

自己を 見つめる 「 ルリ ボシカ ミ キリ の青」 福岡伸一 筆者の意見と 根拠と なる 部分、 両者の関係性等を 的確
に理解し 、 文章の論理展開を 把握でき る 。

自己を 見つめる 「 ルリ ボシカ ミ キリ の青」 福岡伸一 他者の体験を 自身の体験と 照ら し 合わせて、 自身なり
の意見・ 感想を 述べる こ と ができ る 。

自己を 見つめる 「 こ そそめス ープ」 村田沙耶香 自身の意識が他人から は「 異世界」 である こ と を 自覚
し 、 他者の「 異世界」 の存在を 理解でき る 。

自己を 見つめる 「 ルリ ボシカ ミ キリ の青」 福岡伸一 文章中の漢字や語句の意味を 理解し 、 文章の概容を 理
解する こ と ができ る 。

自己を 見つめる 「 こ そそめス ープ」 村田沙耶香 文章中の漢字や語句の意味を 理解し 、 文章の概容を 理
解する こ と ができ る 。

自己を 見つめる 「 こ そそめス ープ」 村田沙耶香 筆者の意見と 根拠と なる 部分、 両者の関係性等を 的確
に理解し 、 文章の論理展開を 把握でき る 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

オリ エン テーショ ン 学習方法、 年間計画、 評価など

教科書副教材 新編　 現代の国語（ 東京書籍） ／新版チャ レ ンジ常用漢字（ 第一学習社） ／ビジュ アルカラ ー国語便覧（ 大修館書店）

学
習
目
標

①自己理解を 深め、 他者に関心を 持ち、 互いに伝え合う 力（ 理解力、 表現力） を 高める 。

②多様な現代文表現に触れ、 読解力、 語彙力、 社会常識、 メ ディ アリ テラ シーなど の知識・ 技能を 高める 。

③文章から 読み取っ た内容を 自分に照ら し 合わせて生き 方や社会の在り 方を 考え、 それを 次なる 学びの意欲につなげる 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

国語 現代の国語 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇

2 〇 〇

3 〇

4 〇

5 〇

6 〇 〇

7 〇

8

9

10 〇

11 〇

12 〇

13 〇

14 〇

15 〇 〇

16

17

18 〇

19 〇

20

21

22

23

24

25

26

27 〇 〇

28 〇 〇

29 〇 〇

30 〇

31 〇

32 〇 〇

33 〇

34 〇

35 〇

36 〇

37 〇

38 〇

39 〇 〇

備考 合計時間数 2 単位×39週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） 小テス ト ・ 定期考査・ ワ ーク シート （ 思考・ 判断・ 表現） 小テス ト ・ 定期考査・ ワ ーク シート ・ 振り 返り シート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

78時間

古文編３ ． 物語の広がり
「 伊勢物語　 芥川」

・ 登場人物の行動や場面の展開を正確に把握する 。

・ 和歌に表れた心情を読み取り 、 本文の中で和歌が果たし
ている 役割を 考える 。

古典の世界に親し むために、 文語や訓読のき ま り 、 古
典特有の表現など について理解し ている 。

「 読むこ と 」 において作品に表れている も のの見方や
感じ 方、 考え方をと ら え、 内容を 解釈し ている 。

作品に興味を も ち、 登場人物の行動や場面の展開、 和
歌に表れた心情を読み取ろ う と し ている 。

年度末考査 学習事項の定着を 把握する 。
既習事項が定着し ている 。

漢文編１ ． 漢文に親し む
「 訓読のき ま り 」

・ 漢文の訓読のき ま り について理解する 。

・ 漢語・ 漢文と 我が国の言語文化の関係について理解を 深
める 。

漢文の世界に親し むために、 漢文を読むために必要な
返り 点や送り 仮名について理解し ている 。

訓点に基づいて漢文を 書き 下し 文にする こ と ができ
る 。

漢文に興味を も ち、 訓読に意欲的に取り 組んでいる 。

漢文編２ ． 現代に生き る こ と ば
「 借虎威」

・ 「 虎の威を 借る 狐」 と いう 言葉の意味について、 考えを
深める 。

・ こ の話で語ら れている 教訓の意義を 理解する 。

古典の世界に親し むために、 文語や訓読のき ま り 、 古
典特有の表現など について理解し ている 。

「 読むこ と 」 において作品に表れている も のの見方や
感じ 方、 考え方をと ら え、 内容を 解釈し ている 。

漢文に興味を も ち、 漢文の学習に意欲的に取り 組み、
故事成語の理解を深めよ う と し ている 。

後期中間考査 学習事項の定着を 把握する 。
既習事項が定着し ている 。

絵本の読み聞かせ・ お礼状の作成
「 外部講師によ る 絵本の読み聞かせ」 を受けて、 お礼状を
書き 、 手紙の書き 方を習得する 。

語り 手の声色など に表れている も のの見方や感じ 方を
と ら え、 絵本がも つ魅力を 積極的に味わう 。

読み聞かせの内容を 踏ま えた上で、 手紙の書き 方に基
づいて、 お礼状を作成でき ている 。

現代文編４ ． 物語を 受け継ぐ
「 羅生門」
芥川龍之介

・ 小説の構成をと ら え、 登場人物の心情の変化を 読み取
る 。

・ 元になった古典作品と の比較を踏ま えて、 内容の解釈を
深める 。

〇

・ 常用漢字の読みに慣れ、 主な常用漢字を書き 、 文や
文章の中で使っ ている 。
・ 文章の意味は、 文脈の中で形成さ れる こ と を 理解し
ている 。

〇

・ 「 読むこ と 」 において、 成立し た背景や他の作品と
の関係を 踏ま え、 内容の解釈を 深めている 。

・ 異なる 時代に成立し た作品と 読み比べ、 比較し て論
じ る など 、 内容の解釈を 深めている 。

〇
・ 作品に興味を も ち、 小説の構成や登場人物の心情の
変化をと ら えよ う と し ている 。
・ 元になった古典作品と の比較に興味を も っ ている 。

前期期末考査 学習事項の定着を 把握する 。
既習事項が定着し ている 。

古文編１ ． 古文に親し む
「 児のそら 寝」

・ 繰り 返し 音読し 、 古文の読みに慣れる 。

・ 児と 僧たちの行動、 心情の移り 変わり を 読み取る 。

〇

古典の世界に親し むために、 文語や訓読のき ま り 、 古
典特有の表現など について理解し ている 。

「 読むこ と 」 において作品に表れている も のの見方や
感じ 方、 考え方をと ら え、 内容を 解釈し ている 。

古文に興味を も ち、 積極的に読みに慣れ、 登場人物の
行動や心情を 読み取ろ う と し ている 。

詩歌の調べ
「 春のう た／夏のう た／

　 　 　 　 秋のう た／冬のう た」

・ それぞれの作品に描かれている 情景や心情を読み取る 。

・ 詩歌の形式や表現の特徴について理解を 深める 。

古典の世界に親し むために、 文語や訓読のき ま り 、 古
典特有の表現など について理解し ている 。

「 書く こ と 」 において、 自身の思いが効果的に伝わる
よ う に、 文体や語句など の表現を 工夫し ている 。

四季の詩歌を 読むこ と に興味を も ち、 情景や心情を 味
わおう と し ている 。

四季の詩歌を 読むこ と に興味を も ち、 情景や心情を 味
わおう と し ている 。

現代文編２ ． 表現を 味わう
「 と んかつ」
三浦哲郎

・ 登場人物の描写から 人物像を と ら え、 場面ごと の心情を
読み取る 。

・ 語り 手の役割や場面の展開に着目し 、 作品の構造を 理解
する 。

文章の意味は、 文脈の中で形成さ れる こ と を 理解し て
いる 。

〇

「 読むこ と 」 において、 文章の構成や展開、 表現のし
かた、 表現の特色について評価し ている 。

登場人物の人物像や心情を 読み取る こ と に興味を持
ち、 作品の構造を理解し よ う と し ている 。

古文編１ ． 古文に親し む
「 古文への招待／古文冒頭選」

・ 古典の言葉と 現代の言葉のつながり を理解し 、 受け継が
れてき た古文の響き やリ ズムを 味わう 。

古典の世界に親し むために、 文語や訓読のき ま り 、 古
典特有の表現など について理解し ている 。

古典の世界に親し むために、 作品や文章の歴史
的・ 文化的背景など を 理解し ている 。

前期中間考査 学習事項の定着を 把握する 。
既習事項が定着し ている 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観点

評価の観点（ 評価規準）

現代文編１ ． こ と ばと 出会う
「 言葉の森を 育てよ う 」

ド リ アン 助川

・ 言葉についての筆者の考えを 読み取り 、 言葉が果たし て
いる 役割を理解する 。

・ 日常使っている 言葉を 見つめ直す。

言葉には、 文化の継承、 発展、 創造を 支える 働き があ
る こ と を 理解し ている 。

内容や構成、 展開など について的確にと ら え、 日常
使っ ている 言葉を見つめ直そう と し ている 。

自分が育てたい言葉を 探し 、 ど のよ う な育て方をし た
いか考えよ う と し ている 。

教科書副教材 　 新編 言語文化（ 大修館書店） 　 ／　 ビジュ アルカラ ー国語便覧 改訂版（ 大修館書店）

学
習
目
標

（ 知） 生涯にわたる 社会生活に必要な国語の知識や技能を 身に付ける と と も に、 我が国の言語文化に対する 理解を 深める こ と ができ る よ う にする 。

（ 思） 論理的に考える 力や深く 共感し たり 豊かに想像し たり する 力を 伸ばし 、 他者と の関わり の中で伝え合う 力を 高め、 自分の思いや考えを 広げたり 深めたり する こ と ができ る よ う にする 。

（ 態） 言葉がも つ価値への認識を 深める と と も に、 生涯にわたっ て読書に親し み自己を 向上さ せ、 我が国の言語文化の担い手と し て自覚を も ち、 言葉を 通し て他者や社会に関わろ う と する 態度を 養う 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和８ 年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

国語 言語文化 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇 〇

2 〇 〇

3 〇 〇

4 〇 〇

5 〇 〇

6 〇 〇

7

8 〇 〇

9 〇 〇

10 〇 〇

11 〇 〇

12 〇 〇

13

14 〇 〇

15 〇 〇

16 〇 〇

17 〇 〇

18 〇 〇

19 〇 〇

20 〇 〇

21 〇 〇

22 〇 〇

23

24 〇 〇

25 〇 〇

26 〇 〇

27 〇 〇

28 〇 〇

29 〇 〇

30 〇 〇

31 〇 〇

32 〇 〇

33 〇 〇

34 〇 〇

35 〇 〇

36 〇 〇

37 〇 〇

38 〇 〇

39

備考 合計時間数 2 単位×39週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを評価し 、 評定はこ れを総括する 。

78 時間

自然災害への備えと 復旧・ 復興 自然災害への備えと し て， 私たちはど のよ う なこ と ができ
る のだろ う か。

災害発生時にと る 選択を 考える と いう 課題について， 意見交換やタ イ ム ラ イ ン
（ 防災行動計画） の作成に主体的に取り 組み， 追究・ 解決し よ う と し ている 。

年度末考査

地震・ 津波と 防災 地震・ 津波に対し て， ど のよ う な防災・ 減災の取り 組みが
行われている のだろ う か。

地震の種類と 特徴， 地域で異なる 震災の被害について理解し ており ， 地理的技能
を 身につけている 。

気象災害と 防災 気象災害にはど のよ う な種類があり ， ど のよ う な被害をも
たら すのだろ う か。

地域で異なる 気象災害， 都市化によ る 水害の変化について理解し ており ， 地理的
技能を 身につけている 。

エネルギー利用の現状と 課題 エネルギーの利用にはど のよ う な課題があり ， ど のよ う に
解決し たら よ いのだろ う か。

エネルギーの生産と 消費の不均衡， エネルギー問題の解決に向けての取り 組みに
ついて， 多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

日本の自然環境 日本の地形や気候には、 ど のよ う な特徴がある のだろ う
か。

自然現象と 自然災害の違い， 自然現象の被害の受けやすさ ， 自然環境と 共生する
社会について理解し ている 。

EU統合と 人々の生活 ヨ ーロ ッ パの国々が， 国境を 越えた結び付き を 強めている
のはなぜだろ う か。

国境を 自由に移動でき る 生活， キリ ス ト 教に根ざし た文化， EU統合への歩みと そ
の背景について理解し ている 。

多様な地球環境問題 地球環境問題にはど のよ う な種類があり ， ど のよ う な原因
で発生する のだろう か。

地球環境問題の種類， 地球環境問題の背景について ， 多面
的・ 多角的に考察し ， 表現し て いる 。

世界に大き な影響力をも つ知識産業と
資源

アメ リ カ合衆国の知識産業や鉱工業は， 世界にど のよ う な
影響を与えている のだろう か。

世界標準を 生み出すI CT産業， 産業構造の変化と サン ベルト の台頭， シェ ール革
命が世界に与えた影響について理解し ている 。

経済成長によ る 中国の生活の変化 経済成長によ っ て， 中国の人々の生活はど のよ う に変化し
たのだろ う か。

経済成長と 生活の変化， 経済格差と 人口の移動， 深刻な 環境
問題について 理解し て いる 。

植民地支配の影響が残る アフ リ カの産
業

植民地支配の歴史は， 現在のアフ リ カの産業にど のよ う な
影響を与えている のだろう か。

商品作物にみる 植民地支配の歴史の影響， 一次産品への依存が強い産業につい
て， 多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

国家体制の変化が人々の生活に与えた
影響

国家体制が激変し たロ シアでは， 人々の生活にど のよ う な
変化が生じ たのだろ う か。

国家体制の転換と 人々の生活の変化， ロ シアの文化と 多様な民族について， 多面
的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

ヨ ーロ ッ パ社会の影響が強い文化 さ ま ざま な民族の流入は， 人々の生活文化にど のよ う な影
響を 与えている のだろ う か。

ラ テン アメ リ カ の成り 立ちと ラ テン 文化の形成， 地域で異なる 民族構成につい
て， 多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

生活文化に残る 旧宗主国の影響 植民地支配の歴史は， 人々の生活文化にど のよ う な影響を
与えている のだろう か。

西ア フ リ カ にみる 旧宗主国の影響， 植民地支配の歴史と 人々の生活文化への影響
について， 多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

イ ンド の歩みと ヒ ン ド ゥ ー教 ヒ ン ド ゥ ー教は， 人々の職業や社会進出にど のよ う な影響
を 与えている のだろ う か。

南ア ジアの民族と 歩み， ヒ ン ド ゥ ー教と 人々の生活への影響， 多様な言語につい
て， 多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

歴史的背景が人々の生活に与える 影響 さ ま ざま な歴史的背景は， 人々の生活にど のよ う な影響を
与えてき たのだろう か。

生活文化に影響し た歴史的背景， 冷戦時代の体制が生活に与える 影響について，
多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

イ ス ラ ームを 中心と し た生活文化 イ ス ラ ーム は， 人々の生活にど のよ う な影響を 与えている
のだろう か。

ム ス リ ム の生活， 三つの言語集団と 生活習慣の地域差につい
て 理解し て いる 。

後期中間考査

世界の言語と 人々の生活文化 言語は， 人々の生活にど のよ う な影響を 与えている のだろ
う か。

言語と 民族の関わり ， 公用語と 人々の生活への影響につい
て ， 多面的・ 多角的に考察し ， 表現し て いる 。

世界の宗教と 人々の生活文化 宗教は， 人々の生活にど のよ う な影響を 与えている のだろ
う か。

宗教の食生活への影響， 宗教と 生活の関わり について ， 多面
的・ 多角的に考察し ， 表現し て いる 。

海岸の地形と 人々の生活 海岸がつく る 地形には， 人々の生活にど のよ う な影響を与
えている のだろ う か。

海の恵みを 生かし た 産業， 海岸の地形と 生活の関わり につい
て 理解し て いる 。

気温・ 降水と 人々の生活 気温や降水は人々の生活にど のよ う な影響を 与えている の
だろ う か。

気候が生活に与える 影響， 気温のし く みと 分布の特徴， 降水のし く みと 分布の特
徴について理解し ている 。

大地形と 人々の生活 地形は， 人々の生活と ど のよ う に関わり 合っ ている のだろ
う か。

生活の舞台と な る 陸地， 地形を つく る 営力， 大地形を 構成す
る 変動帯と 安定地域について 理解し て いる 。

河川がつく る 地形と 人々の生活 川がつく る 地形は， 人々の生活にど のよ う な影響を 与えて
いる のだろう か。

河川がつく る 地形と 生活の関わり ， 上・ 中流域の地形と 生活への影響， 下流域の
地形と 生活への影響について理解し ている 。

世界を 結ぶ通信網の発達 通信網の発達によ り ， 私たちの生活はど のよ う に変化し て
いる のだろう か。

通信技術の発達と 一体化する 世界， 情報通信技術の発達で変化する 生活行動， 情
報通信技術が生み出す格差について理解し ている 。

観光のグロ ーバル化 グロ ーバル化によ っ て， 観光はど のよ う に変化し たのだろ
う か。

観光のグ ロ ーバル化， 多様化する 観光のス タ イ ルについて 理
解し て いる 。

さ ま ざま な交通網の発達 私たちの生活を 支える 交通網は， ど のよ う に発達し てき た
のだろう か。

世界を 結ぶ航空交通の発達， 貿易を 支える 海上交通の発達， 陸上交通の発達と 変
化について， 多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

前期末考査

国家間の結び付き 世界の国々の結び付き は， 時代と と も にど のよ う に変化し
てき たのだろ う か。

国際関係と 紛争の変化， 国連が果たす役割， 経済のグロ ーバル化と 地域ご と の経
済的な結びつき について， 多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

貿易によ って結び付く 世界 世界の国々で行われている 貿易には， ど のよ う な特徴や課
題がある のだろ う か。

暮ら し を 支える 貿易， 貿易の変化と 国際分業の成立， 自由化する 世界の貿易につ
いて， 多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

現代世界の国家 国家の領域や国境にはど のよ う な決ま り がある のだろ う
か。

国境の種類， 国家の領域， 国家の主権について 理解し て い
る 。

日本の位置や領域 日本の位置や領域， 排他的経済水域にはど のよ う な特徴が
ある のだろう か。

日本の位置と 領域， 排他的経済水域の特徴， 日本の領土を めぐ る 問題について，
多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

地理情報シス テム （ GI S) の利用 地理情報シス テム( GI S) は， ど のよ う に活用さ れている のだ
ろ う か。

地理情報シス テム （ GI S） のし く みやこ れを 支える 技術， GI Sの活用場面につい
て， 多面的・ 多角的に考察し ， 表現し ている 。

前期中間考査

身の回り の地図 主題図と 一般図には， それぞれど のよ う な表現方法や用途
がある のだろ う か。

身の回り の主題図やさ ま ざ ま な一般図の表現方法や用途について， 多面的・ 多角
的に考察し ， 表現し ている 。

統計地図の種類と 利用 統計地図にはど のよ う な種類があり ， ど のよ う に使い分け
ら れている のだろう か。

統計地図の種類， 統計地図の比較と 使い分けについて ， 多面
的・ 多角的に考察し ， 表現し て いる 。

時差と 私たちの生活 時刻の違い( 時差) は， 私たちの生活にど のよ う な影響を与
えている のだろ う か。

時差のし く み， 時差が生活に与え る 影響について， 多面的・
多角的に考察し ， 表現し て いる 。

地球儀と 地図 なぜ地図にはさ ま ざま な図法がある のだろう か。 球体の地球と 平面の地図， さ ま ざま な地図投影法（ 図法） について， 多面的・ 多
角的に考察し ， 表現し ている 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

地球上の位置と 私たちの生活 緯度の違いは， 私たちの生活にど のよ う な影響を与えてい
る のだろ う か。

緯度・ 経度の基本的な し く み， 緯度の違いが生活に与え る 影
響について 理解し て いる 。

教科書副教材 教科書…①高等学校　 新地理総合（ 帝国書院） 　 ②標準高等地図（ 帝国書院）

学
習
目
標

現代社会の地理的な諸課題を地域性や歴史的背景、 日常生活と の関連を踏ま えて考察する 。

現代世界の地理的認識を養う 。

地理的な見方や考え方を培い、 国際社会に主体的に生き る 自覚と 資質を養う 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

社会科 地理総合 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 ○

2 ○ ○

3 ○ ○

4 ○ ○

5 ○ ○

6 ○ ○

7 ○

8 ○

9 ○ ○

10 ○

11 ○ ○

12 ○

13 ○

14 ○

15 ○ ○

16

17

18 ○ ○

19 ○

20 ○

21 ○

22 ○ ○

23 ○

24 ○

25 ○

26 ○ ○

27 ○

28 ○

29 ○

30 ○

31 ○

32 ○ ○

33 ○ ○

34 ○

35 ○

36 ○

37 ○

38 ○

39 ○

備考 合計時間数 2 単位×39週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを評価し 、 評定はこ れを総括する 。

78 時間

現代的な諸課題の形成と 展望 歴史的な見方や考え方を生かし て、 現代的な諸課題を 考察
する 姿勢を身に付ける 。

みずから 問いを 立て、 分析の方法や視点を 設定し 、 そ
の答えを追究し よ う と し ている 。

年度末考査 年度末考査

地域紛争の激化 対テロ 戦争と 呼ばれる 新し い戦争が始ま る 経緯を理解し 、
その結果生じ た難民問題について考察する 。

地域紛争やテロ 、 難民等の問題について、 原因・ 過程
を理解し 、 対応策を考察し ている 。

国際社会のなかの日本 現在にいたる 日本経済低迷の経緯と 21世紀に入ってから の
日本の政治・ 外交における 変化を 考察する 。

日本の国際貢献のあり 方の変化に、 経済面など を関連
さ せて考察し ている 。

冷戦の終結と 国際情勢 冷戦が終結し 、 東欧革命が発生し た経過と 、 新体制がめざ
す国家のあり 方について理解する 。

東欧革命によ る 各国での新体制を 比較し 、 新思考外交
と 冷戦の終結について理解し ている 。

開発途上国の民主化と 独裁政権の動揺 民主化や経済活動が活発になる 面と 民主化運動の弾圧や少
数民族への統制など の面について考察する 。

アジアやラ テン アメ リ カ諸国、 南アフ リ カで起こ っ た
政治的・ 経済的変革を 考察し ている 。

冷戦構造のゆら ぎ 1東西の緊張緩和の経過を 理解し 、 その背景と なっ た米ソ の
威信低下や、 米中接近の理由について考察する 。

1970年代の米ソ の威信低下、 米中接近について理解
し 、 考察し ている 。

世界経済の転換 経済成長を 重視する 価値観から の変容と その要因について
考え、 現代に続く 課題を追究する 。

経済成長を 重視する 価値観の変容と 新自由主義が西側
諸国で目指さ れた理由を 考察し ている 。

第三世界の連携と 試練 国際社会で「 第三世界」 が形成さ れた背景と 、 当該地域の
現在における 課題を 追究する 。

今日の中東やアフ リ カの国々における 課題について歴
史的な視点から 追究し よ う と し ている 。

55年体制の成立 55年体制が成立し た背景を 理解し 、 その後の政治の推移と
国際社会と の関わり について考察する 。
　

二大政党の対立の実態を ま と め、 こ の時期の外交的な
成果と 課題について考察し ている 。

占領下の日本と 占領政策の転換 日本の民主化政策と その転換について、 国際情勢を 踏ま え
て理解する 。

日本の占領政策と 転換について、 その理由を考察し 、
ど のよ う に進めたかを 理解し ている 。

集団防衛体制 敗戦国が復帰し た「 国際社会」 はど のよ う に構築さ れて
いっ たのかを 考察する 。

地図を 活用し 、 西側陣営・ 東側陣営が構築し た防衛体
制と その様相を 表現し ている 。

第二次世界大戦と 太平洋戦争 第二次世界大戦に至る 過程を 理解し 、 戦時下での国民の生
活について考察する 。

第二次世界大戦の政治的・ 外交的な側面と 人びと の生
活への影響を理解し ている 。

新たな国際秩序と 冷戦の始ま り 新たな国際秩序を構築し たか、 戦後の占領分割について、
連合国側と ソ 連のそれぞれの方法を考察する 。

２ 度の世界大戦の後、 国際社会は平和と 安定を ど のよ
う に構築し よ う と し ている か考察し ている 。

日本の恐慌と 満洲事変 満洲事変がおこ った背景と 、 その後の政治の推移を 考察す
る 。

満洲事変と その後の日本の国際社会における 立場を 関
連付けて考察し ている 。

日中戦争と 国内外の動き 日中戦争が国内外に与えた影響を 理解する 。 日中戦争が日中両国や国際社会にど のよ う な影響をも
たら し たのか、 多面的・ 多角的に理解する 。

フ ァ シズムの台頭 フ ァ シズム 体制の特徴を理解し 、 フ ァ シズム と 反フ ァ シズ
ム の共通点と 相違点を 考察する 。

フ ァ シズム はど のよ う にし て台頭し 、 ど のよ う な政策
を展開し ていく か理解し ている 。

後期中間考査 後期中間考査

社会・ 労働運動の進展と 大衆の政治参
加

労働運動や社会運動が活発化する 背景と 展開を 国際社会の
状況と 比較し ながら 検討する 。

第一次大戦後の労働運動や社会運動について、 国際社
会の状況と 比較し て検討し よ う と し ている 。

世界恐慌の発生と 各国の対応 恐慌が世界に波及し た要因を 追究し 、 その後の世界にあた
えた影響を理解する 。

世界恐慌の発生の原因・ 過程・ 結果について、 国ご と
の状況を比較し て理解し ている 。

国際平和と 安全保障 ヴェ ルサイ ユ体制と ワ シン ト ン体制によ る 国際秩序のあり
方を 理解し 、 その成果と 課題を 追究する 。

第一次世界対戦後の国際秩序のあり 方を 理解し 、 その
成果と 限界を追究し よ う と し ている 。

大衆消費社会と 市民生活の変容 図や写真、 表など を 使いながら 、 大衆消費社会や中間層の
出現など 、 社会の変化を表現する 。

図や写真、 表など を使いながら 、 中間層の出現や都市
化によ る 変化を 表現し ている 。

日露戦争と その影響 日露戦争がおき た背景・ 過程・ 結果を ま と め、 日本国内周
辺地域に与えた影響を 多面的に追究する 。

列強が二極分化し ていく 動向を、 各国の思惑も ふま え
て比較し ながら 考察し ている 。

第一次世界大戦と ロ シア革命 バルカン 諸国の対立と 第一次世界大戦を 関連付けて理解す
る 。

第一次世界大戦の背景にある ヨ ーロ ッ パの地理的・ 民
族的・ 宗教的な複雑を 理解し ている 。

帝国主義と 列強の展開 帝国主義と 世界の一体化の進展について、 過程・ 結果、 現
代にいたる 影響について追究する 。

世界の一体化について、 過程・ 結果、 現代にいたる 影
響について追究し よ う と し ている 。

世界分割と 列強の対立 アフ リ カ大陸が植民地化さ れていく 過程を理解し ている 。 列強が、 二極分化し ていく 動向を、 各国の思惑も ふま
えて、 比較し ながら 考察し ている 。

自由民権運動と 立憲体制 大日本帝国憲法の成立過程を 理解し 、 その下で成立し た制
度や諸法典の内容を 理解し ている 。

大日本帝国憲法の史料を 読み、 現在の日本国憲法と 比
較し 、 相違点や共通点について追究し よ う と し てい
る 。前期期末考査 前期期末考査

明治維新 「 国民」 の誕生の課程と 日本が導入し た欧米から の新技術
について具体的に考察する 。

明治新政府が導入し た制度や技術についてま と め、 こ
れま での時代と 比較し て考察し ている 。

条約改正と 日清戦争 条約改正が東アジアの国際関係に与えた影響を 理解し 、 日
清戦争の原因・ 過程・ 結果を考察する 。

明治政府の条約改正の展開と 国際関係について多面
的・ 多角的に考察し ている 。

西アジアの変容と 南アジア・ 東南アジ
アの植民地化

ヨ ーロ ッ パのアジア進出の様子を 読み取り 、 今日のあり 方
と 植民地化の歴史について追究する 。

東南アジアにおける 今日のあり 方と 植民地化の歴史に
ついて理解し 、 追究し よ う と し ている 。

中国の開港と 日本の開国 中国や日本が欧米列強と 結んだ不平等条約の内容と その結
果について理解する 。

中国・ 日本が欧米列強と 結んだ不平等条約の内容と そ
の結果について理解し 、 ま と めている 。

19世紀のアメ リ カ大陸 アメ リ カ合衆国の発展の経過から 、 今日のアメ リ カ合衆国
における 人種問題について考える 。

今日のアメ リ カ合衆国における 問題と 南北戦争が結び
つく 構造を 見出そう と し ている 。

前期中間考査 前期中間考査

19世紀前半のヨ ーロ ッ パ 産業革命後に起こ っ たヨ ーロ ッ パにおける 変化を理解す
る 。

産業革命によ る 人々の生活の変化を 追究し よ う と し て
いる 。

19世紀後半のヨ ーロ ッ パ イ ギリ ス と フ ラ ンス 、 ド イ ツ の対外政策を国内状況と あわ
せて理解し ている 。

ヨ ーロ ッ パの対外政策を 各国の状況と あわせて理解し
ている 。

近代化への問い 歴史に問いを立て、 よ り よ い社会を築く ための課題を 主体
的に追究する 。

現在に生き る 自身の視点から 歴史に問を 立て、 主体的
に追究し よ う と し ている 。

ヨ ーロ ッ パ人の海外進出と ヨ ーロ ッ パ
における 主権国家体制の形成

ヨ ーロ ッ パにおける 中央集権的な国家体制の成立と 海外進
出の結びつき について考える 。

ヨ ーロ ッ パ人の海外進出によ ってアメ リ カ大陸と アフ
リ カ大陸にも たら さ れた影響を考察し ている 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

オリ エン テーショ ン 諸地域世界の形成 諸地域世界について、 地図など を 活用し てその形成と
特徴を 理解し ている 。

教科書副教材 教科書…歴史総合　 近代から 現代へ（ 山川出版社） 　 副教材…なし

学
習
目
標

（ 知） 近現代の歴史の変化について、 広く 相互的な視野から 捉え、 現代的な諸課題の形成に関わる 近現代の歴史を理解する 。

（ 思） 近現代の歴史の変化について、 多面的・ 多角的に考察し たり 、 歴史に見ら れる 課題を把握し 解決を視野に入れて構想する 力を養う 。

（ 態） 近現代の歴史の変化について、 よ り よ い社会の実現を視野に課題を主体的に追究、 解決し よ う と する 態度を養う 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

地理歴史科 歴史総合 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇 ○ ◎

2 ◎ 〇

3 ◎ 〇

4 ◎ 〇

5 〇 ◎

6 ◎ 〇

7 ◎ 〇

8 〇 ◎

9 〇 ◎

10 ◎

11 ◎ 〇

12 ◎

13 ◎ 〇

14 ◎ 〇

15 〇 ◎

16 ◎ 〇

17 ○ ◎

18 〇 ◎

19 〇 ◎

20 ◎ 〇

21 ◎ 〇

22 ◎ 〇

23 ◎ 〇

24 ◎ 〇

25 ◎ 〇

26 〇 ◎

27 ◎ 〇

28 〇 ◎

29 ◎ 〇

30 〇 ◎

31 ◎ 〇

32 〇 ◎

33 〇 ◎

34 ◎ 〇

35 ◎ 〇

36 ◎ 〇

37 〇 ◎

38 ◎ 〇

39 〇 ◎

備考 合計時間数 2 単位×39週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

78 時間

持続可能な社会づく り の主体と なる 私
たち

課題探求の観点　 課題探求の手引き 現代社会の問題を考察し レ ポート を作成し 表現する 。

持続可能な社会づく り の主体と なる 私
たち

課題探求の手引き 現代社会の特質から 生じ る 価値の対立について探求で
き ている 。

持続可能な社会づく り の主体と なる 私
たち

課題探求の観点 現代社会の諸問題の所在、 現状、 問題点が理解でき て
いる 。

持続可能な社会づく り の主体と なる 私
たち

課題探求の観点 様々な課題の中で自己と の関わり に注目し て主体的に
課題を選択し 探求でき る 。

経済活動を行う 私たち 国際経済の動向と 課題 経済のグロ ーバル化と 相互依存が深ま っ ている こ と を
理解する 。

持続可能な社会づく り の主体と なる 私
たち

課題探求の観点 現代社会に生き る 私たちの課題を 指摘でき る 。

経済活動を行う 私たち 財政と 社会保障　 国際経済の動向と 課題 格差社会の中でど のよ う なこ と ができ る か考え実行す
る こ と を 考える 。

経済活動を行う 私たち 国際経済の動向と 課題 日常生活が国際経済と 密接である こ と を 理解でき る 。

経済活動を行う 私たち 市場経済の仕組みと 金融 学習し た財政と 租税の役割を基に、 日本の財政健全化
について主体的に考察・ 議論でき る 。

経済活動を行う 私たち 財政と 社会保障 社会保障について理解でき る 。

経済活動を行う 私たち 市場経済の仕組みと 金融 国民経済計算の知識を 基に経済成長や景気変動につい
て考察し 説明でき る 。

経済活動を行う 私たち 市場経済の仕組みと 金融 金融の仕組みについて理解し 経済状況について手段の
提示ができ る 。

経済活動を行う 私たち 経済の仕組みと 産業の変化 労働者の権利や労働三法の知識を 基に現代の労働問題
について主体的に考察を深めら れる 。

経済活動を行う 私たち 市場経済の仕組みと 金融 市場経済の仕組みを 理解し 、 市場の失敗や物価につい
て身の回り の事象を 参考に考察でき る 。

経済活動を行う 私たち 経済の仕組みと 産業の変化 現代の企業倫理について考察でき ている 。

経済活動を行う 私たち 経済の仕組みと 産業の変化 経済のサービ ス 化が進展し 国民生活にど のよ う な変化
を も たら し たか考察でき る 。

政治に参加する 私たち 国際政治の課題と 日本の役割 国際連合の成立と その組織について理解し 、 国連の課
題や国際的な人権問題に対する 日本の役割を 議論でき
る 。経済活動を行う 私たち 経済の仕組みと 産業の変化 企業の果たし ている 役割が理解でき ている 。

政治に参加する 私たち 国際政治の動向 国際社会における 現代の紛争と 日本の果たすべき 役割
について自分なり の意見を も ち他者に説明でき る 。

政治に参加する 私たち 国際政治の課題と 日本の役割 核軍備拡大から 核軍縮への流れが理解でき ていいる 。

政治に参加する 私たち 国際政治の動向 国際社会や国際法の成立や拡大について、 その経過と
と も に理解し 、 その意義を 考察でき る 。

政治に参加する 私たち 国際政治の動向 第二次世界大戦後から の国際社会の動向に関する 知識
を 踏ま え、 近年の国際情勢を主体的に追及でき る 。

政治に参加する 私たち 政治参加と 民主政治の課題 地方自治や選挙の仕組み、 政党の役割を 理解する こ と
によ り 民主政治を支える 制度を 理解する 。

政治に参加する 私たち 政治参加と 民主政治の課題 模擬投票など を 通し て主権者と し ての自覚を も つこ と
ができ ている 。

ルールを つく り 守る 私たち 司法参加の意義 司法権の独立や日本の裁判制度について理解し 、 違憲
審査の意義について考察でき る 。

ルールを つく り 守る 私たち 司法参加の意義 模擬裁判など を 通し て司法に関心をも ち裁判員制度の
意義を踏ま え積極的に参画する 自覚を 持つこ と ができ
る 。

ルールを つく り 守る 私たち 法と 契約 法や規範の意義や役割が理解でき ている 。

ルールを つく り 守る 私たち 法と 契約 買い物や銀行のク レ ジッ ト カード など 身近な契約の例
を 挙げる こ と ができ る 。

公共的な空間における 基本原理 日本社会の基本原理 日本国憲法の基本原理や保障さ れている 権利が理解で
き ている 。

公共的な空間における 基本原理 日本社会の基本原理 日本国憲法の基礎にある 考え方に着目し 現在の社会に
おける 基本原理と の関連を 考察する こ と でき る 。

公共的な空間における 基本原理 民主社会の基本原理 民主政治が自ら 関わっ ている こ と を理解し 民主社会に
主体的に生き る 人間について考察を深める 。

公共的な空間における 基本原理 民主社会の基本原理 個人と 社会の関わり を 多面的多角的に考察する こ と が
でき る 。

公共的な空間における 人間と し ての在
り 方生き 方

現代の諸課題の倫理 地球環境問題、 エネルギー問題等事象について理解で
き ている 。

公共的な空間における 人間と し ての在
り 方生き 方

現代の諸課題の倫理 社会緒での自己の生き 方あり 方を 考察する ための選
択・ 判断の手がかり を 考察でき る 。

公共的な空間における 人間と し ての在
り 方生き 方

西洋近現代の思想 先哲の思想や生き 方を 検証し 自己の生き 方を 検証す
る 。

公共的な空間における 人間と し ての在
り 方生き 方

西洋近現代の思想 選択・ 判断の手がかり と なる 考え方を 使って現代の諸
課題を主体的に追及でき る 。

公共的な空間を作る 私たち お互いを 理解し 尊重する ために 古代から 近代の日本の思想家の思想内容が理解でき て
いる か。

公共的な空間を作る 私たち 誰も が生き やすい社会へ 自分と 異なる 価値観に基づく 主張を聞いたり 他者の想
いを 受け入れたり する こ と ができ る 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

公共的な空間を作る 私たち 大人っ てど んな人？ 自ら を 成長さ せる 人間と し ての在り 方生き 方はど のよ
う なも のかを 主体的に考えている 。

教科書副教材 教科書　 数研出版　 公共　 　 補助教材なし

学
習
目
標

現代の諸課題を 考察し 選択判断する ための手がかり と なる 概念や理論について理解する と と も に倫理的主体と し て活動する ために必要と な
る 情報をま と める 技能を身に付ける よ う にする 。

社会の諸課題の解決に向け事実を多面的多角的に考察し 公正に判断する 力を社会参画を視野に入れながら 構想し たこ と をま と める 力を養
う 。

よ り よ い社会の実現のため諸課題を 主体的に解決し よ う と する 態度を 養う 。 社会の中で協力し あ う こ と の大切さ について自覚を 深める 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

公共 公共 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇 〇 〇

2 〇 〇 〇

3 〇

4 〇

5 〇 〇 〇

6 〇 〇

7 〇 〇

8 ○ ○

9 〇 〇 〇

10 〇 〇 〇

11 〇 〇

12 〇 〇 〇

13 〇 〇 〇

14 〇 〇 〇

15 〇 〇

16 〇 〇 〇

17 〇

18 〇 〇

19 ○ ○

20 〇

21 〇 〇

22 〇 〇

23 〇 〇

24 〇 〇 〇

25 〇 〇 〇

26 〇 〇 〇

27 〇 〇 〇

28 ○ ○

29 〇 〇

30 〇 〇 〇

31 〇 〇 〇

32 〇 〇 〇

33 〇 〇

34 〇 〇 〇

35 〇 〇 〇

36

37 ○ ○

38 〇 〇

39 〇

備考 合計時間数 2 単位×３ ９ 週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト ・ ワ ーク シート （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート ・ 発表等
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを評価し 、 評定はこ れを総括する 。

東京都立桐ヶ 丘高校

データ の分析 データ の分析（ １ ） ～（ ５ ） のま と め

仮説検定の考え方

図形と 計量

データ の分析

学年末考査

余弦定理

図形と 計量

データ の整理

正弦定理

図形と 計量

図形と 計量

後期中間考査 試験

データ の分析 データ の散ら ばり

データ の分析

集合と 命題 集合

データ の代表値

集合と 命題

集合と 命題

データ の分析

試験

直角三角形において ， 三平方の定理を 利用し て ， 辺の長さ を 求める こ と ができ る 。

三角定規の形の三角形について ， 辺の比が一定であ る こ と に気づき 、 そのこ と を 利用でき る 。

三角比は， 直角三角形の辺の比であ る こ と を 理解し て いる 。  三角比が三角形の大き さ に関係な
く ， 鋭角のみに依存し て いる こ と を ， 三角形の相似から 考察する こ と ができ る 。

三角比の相互関係を 利用し て， 三角比の1つの値から 残り の2つの値を 求める こ と ができ る 。  si n2

A＋cos2 A＝1を 三平方の定理と し て と ら え る こ と ができ る 。  三角比の相互関係を 調べよ う と す
る 。

鈍角の三角比の値を 求める こ と ができ る 。  拡張さ れた 三角比を ， 座標平面に図示し て考察する こ
と ができ る 。  鋭角の場合と 異な り ， 鈍角の三角比が座標を 利用し て定義さ れる 理由に関心を も

ち ， 考察し よ う と する 。

正弦定理における A=B=Cの形の式を 適切に処理する こ と ができ る 。  三角形の頂点から 対辺に下ろ
し た垂線の長さ を ， 三角比を 用いて 表現し ， 正弦定理を 導く こ と ができ る 。  正弦定理の図形的な

意味を 考察し よ う と する 。

命題と 集合

必要条件と 充分条件

三角形の面積

図形と 計量

直角三角形と 相似

図形と 計量 直角三角形と 三平方の定理

特別な三角形と 三角比

図形と 計量（ １ ） ～（ ３ ） のま と め

三角比の相互関係

図形と 計量

図形と 計量

図形と 計量

２ 次関数

試験

不等号や統合の意味を 理解し て いる 。  方程式や不等式の性質を 基に， 1次方程式や１ 次不等式を

解く 方法を 考察する こ と ができ る 。  不等式の性質について ， 等式の性質と 比較し て ， 考察し よ う
と する 。

座標について 理解し ている 。 関数について 理解し て いる 。  2つの数量の関係を 関数の式で表現す

る こ と ができ る 。  日常の事象の中に関数を 見つけよ う と する 。

2次関数が最大値ま た は最小値を も つこ と を 理解し ている 。  2次関数の値の変化を グ ラ フ から 考察

する こ と ができ る 。  2次関数の最大・ 最小の問題を ， 図を かいて視覚的に考察し よ う と する 。

直角三角形の性質や相似な 図形の性質を 理解し 、 辺同士の比が一定である こ と や、 形が変わら な
いこ と な ど に注目でき る 。

数と 式 展開、 因数分解の工夫

数と 式

数と 式

２ 次関数の最大値・ 最小値

前期期末考査

２ 次関数

数と 式 方程式・ 不等式

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和８ 年度）

数学 数学Ⅰ 必履修

数と 式

数と 式

学
習
目
標

数と 式 単項式と 多項式

数と 式 計算の基本

教科書副教材

数と 式 文字を 使っ た式

試験

多項式の乗法

前期中間考査

多項式の加法と 減法数と 式

学　 習　 単　 元

実数

数と 式 因数分解

指数法則を 理解し ， 単項式の乗法の計算ができ る 。  式の展開と 分配法則の関係を 考察する こ と が

でき る 。  多項式の乗法には， 数の場合と 同様に分配法則が使える こ と に関心を も ち ， 考察し よ う
と する 。

展開の公式を 利用でき る 。  式の展開と 分配法則の関係を 考察する こ と ができ る 。

共通因数を みつけ， 共通因数のく く り 出し ができ る 。  因数分解の公式を 利用でき る 。  たすき 掛
けの仕組みを 理解し ている 。  展開と 因数分解の関係に着目し ， 因数分解の検算に展開を 利用し よ
う と する 態度がある 。

文字のおき かえ を 利用し て ， 展開や因数分解を 行う こ と ができ る 。  文字を おき かえ る こ と で， 展
開や因数分解の公式を 適用でき る よ う にな る こ と を 見通せる 。  おき かえ など の工夫によ っ て ， よ
り よ い方法を 考察し よ う と する 。

数と 式 こ れま での学習し た内容のま と めと 演習

2

評価の観
点 評価の観点（ 評価規準）

正の数， 負の数の加法， 減法， 乗法の計算ができ る 。  四則が混じ っ た 計算の優先順位を 正確に判
断でき る 。  こ れから の学習の基礎と な る 数の計算方法に関心を も ち， 積極的に習得し よ う と す
る 。

文字を使った式で数量を表すこ と の必要性を理解し ている 。  ある 数量について，
文字を使った式で表現する こ と ができ る 。

鈍角の三角比

座標・ 関数

展開の公式

平方根の意味を 理解し て いる 。  根号を 含む式の加法， 減法， 乗法の計算ができ る 。  根号を 含む
式の乗法の計算に， 展開の公式を 適用する こ と ができ る 。

有理数と 無理数の違い， およ び実数について理解し て いる 。  実数を 数直線上の点の座標と し て 考
察する こ と ができ る 。  今ま で学習し て き た 数の体系について 整理し ， 考察し よ う と する 。

〇単項式や多項式， 次数， 同類項など 式に関する 用語を 理解し ている 。 。 多項式
の同類項をま と め， 次数の大き い順に整理する こ と ができ る 。

多項式の加法， 減法の計算ができ る 。

週

データ を 度数分布表やヒ ス ト グ ラ ム に表すこ と のよ さ を 理解し ている 。  データ を 整理し て全体の

傾向を 考察し よ う と する 。

２ 次関数 1次関数・ ２ 次関数のグ ラ フ
 関数を 表， 式， グラ フ によ っ て 考察する こ と ができ る 。 放物線の形や軸， 頂点について 理解し て
いる 。  y＝a( x－p) ^ 2＋qのグラ フ について ， x軸方向， y軸方向の平行移動の組み合わせと みて考

察する こ と ができ る 。

学　 習　 内　 容

十分条件， 必要条件及び必要十分条件の意味を理解し ている 。  命題の真偽を ， 集合の包含関係に結び付けてと ら える こ

と によ っ て考察する こ と ができ る 。  条件を 満たすも のの集合の包含関係が， 命題の真偽に関連し ている こ と に着目し ，

命題について調べよ う と する 態度があ る 。

根号を 含む式の計算

最頻値， 中央値， 平均値の定義や意味を 理解し ， それら を 求める こ と ができ る 。  ど の代表値を 用
いる のが適切な のかが場面によ っ て 変わっ てく る こ と を 理解し ている 。  データ の代表値から ， そ

の特性や傾向な ど を 考察し よ う と する 。

四分位数の定義を 理解し ， 四分位数を 求める こ と ができ る 。  四分位範囲や箱ひげ図を も と に， 中
央値の周り のデータ の散ら ばり 具合を 比較する こ と ができ る 。  データ の散ら ばり の度合いを ど の

よ う に数値化する かを 考察し よ う と する 。

余弦定理を 利用し て ， 三角形の辺の長さ や角の大き さ を 求める こ と ができ る 。  三角形の各辺を 1
辺と する 正方形の面積を ， 三角比を 用いて 表現し ， 余弦定理を 導く こ と ができ る 。  余弦定理の図
形的な 意味を 考察し よ う と する 。

2辺の長さ と その間の角の大き さ が与え ら れた 三角形の面積を 求める こ と ができ る 。  三角比と 三
角形の面積の関係に関心を も ち ， 公式を 導こ う と する 。

集合を ， 要素を 書き 並べて 表すこ と ができ る 。  集合に関する 記号を ， 適切に用いる こ と ができ
る 。  集合について， それぞれの特徴や関係に合っ た表現方法を 考察し よ う と する 。

78 時間

改訂版　 新　 高校の数学Ⅰ（ 数研出版） 　 、 改訂版　 新　 高校の数学Ⅰ対応　 ポイ ン ト ノ ート 数学Ⅰ（ 数研出版）

データ の分析で学んだ基礎知識を 利用し て 、 課題解決を 図る こ と ができ る 。

( 知) 数と 式， 図形と 計量， 2次関数及びデータ の分析についての基本的な概念や原理・ 法則を体系的に理解する と と も に， 事象を数学化し たり ， 数学的に解釈し たり ， 数学的に表現・ 処理し たり
する 技能を身に付ける よ う にする 。

( 思) 数や式を多面的にみたり 目的に応じ て適切に変形し たり する 力， 図形の構成要素間の関係に着目し ， 図形の性質や計量について論理的に考察し 表現する 力， 関数関係に着目し ， 事象を的確
に表現し てその特徴を表， 式， グラ フを相互に関連付けて考察する 力を養う 。

( 態) 数学のよ さ を認識し 数学を活用し よ う と する 態度， 粘り 強く 考え数学的論拠に基づいて判断し よ う と する 態度， 問題解決の過程を振り 返って考察を深めたり ， 評価・ 改善し たり し よ う と す
る 態度や創造性の基礎を養う 。

仮説検定の考え 方を 理解し ている 。 仮説検定の考え 方を 用いて ， あ る 事柄が正し いかど う かを 判
断する こ と ができ る 。  身近な事柄において ， 仮説検定の考え 方を 活用し て判断し よ う と する 態度
がある 。

命題の意味を 理解し ている 。  命題の真偽を ， 集合の包含関係に結び付けてと ら え る こ と によ っ て

考察する こ と ができ る 。  条件を 満たすも のの集合の包含関係が， 命題の真偽に関連し て いる こ と
に着目し ， 命題について 調べよ う と する 態度がある 。

データ の分析 データ の相関と 散布図・ 相関係数 散布図を 作成する こ と ができ る 。  散布図を も と に， データ の相関を 考察する こ と ができ る 。  相
関係数と 散布図の関連に関心を も ち ， 考察し よ う と する 。

今ま で学習し た 内容を ふり 返り 、 演習問題を 解く 中で、 理解を 深める 。

２ 次関数

２ 次関数

グラ フ と ２ 次方程式・ ２ 次不等式

２ 次関数のま と めと 演習

2次関数のグ ラ フ を 利用し て ， 2次不等式を 解く こ と ができ る 。  2次不等式の解と 2次関数の値の符
号を 相互に関連さ せて考察する こ と ができ る 。  2次不等式を 解く と き に， 図を 積極的に活用し よ

う と する 。

２ 次関数について様々な 問題を 演習する こ と で、 理解を 深める 。



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇

2 〇 〇

3 〇 〇

4 〇

5 〇

6 〇 〇

7 〇 〇

8 〇 〇

9 〇

10 〇 〇 〇

11 〇

12 〇

13 〇

14 〇

15 〇

16 〇 〇 〇

17 〇 〇 〇

18 〇

19 〇

20 〇 〇

21 〇

22 〇

23 〇 〇

24 〇 〇

25 〇 〇

26 〇 〇 〇

27 〇 〇

28 〇 〇

29 〇

30 〇

31 〇

32 〇

33 〇

34 〇

35 〇 〇

36 〇

37 〇

38 〇 〇 〇

39 〇 〇 〇

備考 合計時間数 2 単位×３ ９ 週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） 観察、 実験の様子・ ペーパー・ 技能テス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

78 時間

学習のま と め
学習内容を理解し ている 。 理解が不十分な点について
自ら 振り 返っ て理解を 深めている 。

年度末考査

コ イ ルモータ ー モータ ーの製作
電気エネルギーから 運動エネルギーへと エネルギーが
変換さ れる こ と を理解し ている 。

種について アルソ ミ ト ラ の種模型の製作
種模型を 製作し 、 種の散布方法についてさ ま ざま な種
類・ 方法がある こ と を 理解し ている 。

集積回路・ Ｉ Ｃ について Ｌ Ｅ Ｄ フラ ッ シャ ーの製作
集積回路について理解し 、 電気回路を 作成する こ と が
でき る 。

電力と 熱 紙コ ッ プ電気パン
電流によ る 熱の発生について調べた結果を基に、 電気
パン ができ る 仕組みを 考察し 、 表現し ている 。

化石 化石のレプリ カ製作
化石から その時代や環境について考察し 、 化石ができ
る 仕組みについて見出し 、 表現し ている 。

物質の燃焼 キャ ンド ルの製作
物質の燃焼と いう 現象について、 身近なロ ウ ソ ク を 主
と し て関心を 持ち、 ど のよ う な原理か見出そう と し て
いる 。

気体の密度と 気象について  熱気球の製作
熱気球を 製作し 、 気体の密度と 温度の関係について理
解し ている 。

天体の動き 天体観測・ フーコ ーの振り 子
天体観測やフ ーコ ーの振り 子の観察結果から 地球の動
き について考察し 、 仕組みを見出し 、 表現し ている 。

再生可能エネルギー 調べ学習
再生可能エネルギーについて、 個人で調べ、 グループ
で対話し ながら 考えよ う と し ている 。

映像学習 演示実験と 考察
さ ま ざま な演示実験を 観て、 考察し 表現し ている 。

学習のま と め
学習内容を理解し ている 。 理解が不十分な点について
自ら 振り 返っ て理解を 深めている 。

防災について 調べ学習
防災のための取組みの重要性や自分たちにでき る こ と
について、 個人で調べ、 グループで対話し ながら 考え
よ う と し ている 。

静止摩擦力、 動摩擦力 ハブを つく ろう ・ CDホバーク ラ フ ト
摩擦力について理解し 、 計算でき る 。 力についてよ り
深く 考えよ う と し ている 。

単元テス ト 実験の技能
実験の技能を 習得し ている 。

飛行原理 飛行機・ 回転運動・ 凧
飛行原理について、 飛行機やヘリ コ プタ ー、 凧など が
ど のよ う に揚力を得ている か理解し ている 。

いろ いろ な力 演示実験と 考察
力の種類について理解し 、 演示実験の結果から 考察し
表現し ている 。

振動と 楽器 ス ト ロ ー・ 紙コ ッ プでつく る 管楽器
気柱の振動によ り 、 音波を 観測する こ と ができ る 。 既
習事項を 基に深く 考えよ う と し ている 。

ペーパーク ラ フ ト ②
ペーパーク ラ フ ト の作成を 通し て、 基本的な実験技能
を 身に付けている 。

ペーパーク ラ フ ト ①
ペーパーク ラ フ ト の作成を 通し て、 基本的な実験技能
を 身に付けている 。

弦楽器について ギタ ーを作ろう
弦の振動によ り 、 音波を観測する こ と ができ る 。 音の
三要素について理解し ている 。

学習のま と め
学習内容を理解し ている 。 理解が不十分な点について
自ら 振り 返っ て理解を 深めている 。

前期期末考査

高分子化合物 ス ラ イ ムの製作
プラ ス チッ ク など の高分子化合物の構造について理解
し ている 。

物質の三態 液体窒素の性質
実験を基に物質によ っ て急激な温度変化の際の違いが
ある こ と を見出し 、 表現し ている 。

光と 波長 CD分光器を つく ろう
分光器を 製作し 、 観測結果を基に光源によ る 光のス ペ
ク ト ルの違いを 見出し 、 表現し ている 。

定性分析 物質の性質を理解し 同定を行う
物質の性質によ る 特定方法を理解し 、 定性分析の実験
を 行って、 実験結果から 考察し 表現し ている 。

単元のま と め
学習内容を理解し ている 。 理解が不十分な点について
自ら 振り 返っ て理解を 深めている 。

光合成色素 光合成色素の分離
光合成色素の分離実験の操作を 身に付けている 。

単元テス ト 実験の技能
実験の技能を 習得し ている 。

ろ過、 蛍光、 紫外線 薬品の扱い方と 光の波長について
薬品の扱い方を 理解し ている 。

さ ま ざま な微生物 身のま わり の微生物について
身のま わり にいる 微生物はど のよ う なも のが存在し 、
人間生活に利用さ れている か理解を深めている 。

ヒ ト の生命現象 視覚と は何か
人体の構造や仕組みを 理解し 、 日常生活でど のよ う な
部分で活用さ れている か自身で考え、 理解を 深めてい
る 。

顕微鏡の使い方 顕微鏡の使い方
顕微鏡の部位の名称と その使い方を理解し 、 顕微鏡を
も ちいて観察する 技能を習得し ている 。

水中の微生物 プレ パラ ート の作成
プレ パラ ート を 作成し 、 顕微鏡で観察し たも のをス
ケッ チする こ と ができ る 。

実験道具の取り 扱い 電子天秤・ ピペッ ト ・ メ ス シリ ンダー
決めら れた薬品を正確に量り 取り 、 混合し 、 適切に道
具を 扱う こ と ができ る 。

ガス バーナーの使い方 ガス バーナーの使い方
ガス バーナーの部位の名称と その使い方を理解し 、 ガ
ス バーナーを も ちいて観察する 技能を 習得し ている 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

花の観察 採取　 ス ケッ チ
花を 採取し 、 ルーペで観察し たも のを ス ケッ チする こ
と ができ る 。

教科書副教材 科学と 人間生活( 東京書籍)

学
習
目
標

自然の事物・ 現象について、 人間生活と 関連付けて理解する と と も に、 それら の観察、 実験など に関する 技能を 身に付ける 。

自然の事物・ 現象について、 問題を 見いだし 見通し を も っ て観察、 実験など を 行い、 人間生活と 関連付けて、 科学的に考察し 表現する 。

自然の事物・ 現象に進んで関わり 、 科学的に探究し よ う と する 態度を 養う と と も に、 科学に対する 興味・ 関心を 高める 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

理科 科学と 人間生活 選択必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇

2 〇

3 〇

4 〇

5 〇

6 〇 〇

7 〇 〇

8 〇 〇

9 〇 〇 〇

10 〇 〇

11 〇

12 〇

13 〇

14 〇

15 〇 〇

16 〇 〇 〇

17 〇

18 〇

19 〇

20 〇

21 〇 〇 〇

22 〇 〇

23 〇 〇 〇

24 〇

25 〇

26 〇 〇

27 〇

28 〇 〇

29 〇

30 〇 〇

31 〇

32 〇

33 〇

34 〇 〇

35 〇

36 〇 〇

37 〇

38 〇 〇

39

備考 合計時間数 2 単位×39週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

78 時間

電力量 電力と 電力量、 ジュ ール熱について、 既習事項で理解が不十分な点について、
振り 返っ て理解を深めている 。

年度末考査

並列接続 ２ つの抵抗を 並列接続し たと き の合成抵抗につてい理解し て
いる 。

電力
電力と 電力量、 ジュ ール熱について理解し ている 。

電気抵抗 抵抗の形状と 抵抗値の大き さ にど のよ う な関係がある か仮説を 立てて実験し 、
実験結果を考察・ 表現し ている 。

直列接続 ２ つの抵抗を 直列接続し たと き の合成抵抗につてい理解し て
いる 。

動いている 電気
電流の大き さ の表し 方や向き について理解し ている 。

電流
電流の大き さ の表し 方や向き について理解し ている 。

波の重ね合わせ 波の独立性と 波の重ね合わせの原理について理解し ている 。 既習事項で理解が
不十分な点について、 振り 返って理解を深めている 。

電気 動いていない電気、 動いている 電気 静電気や原子構造、 電流の大き さ の表し 方や向き について理
解し ている 。

波の表し 方
波の速さ 、 周期、 振動数、 波長の関係を 理解し ている 。

横波と 縦波
振動の方向にの違いによ る 縦波や横波を 理解し ている 。

熱の移動と 保存 物質の種類によ って温度変化に必要な熱量が異なる か調べる 実験を行い、 実験
結果について考察・ 表現し 、 他者の考察と 比較し ながら 議論し て深く 考えよ う
と し ている 。

波 いろいろな波 波は振動であ る こ と を 理解し 、 波源や媒質について理解し て
いる 。

熱 温度と 熱 温度について、 熱運動の関連から 定性的に理解し 、 温度には
下限（ 絶対零度） があ る こ と を 理解し ている 。

熱と 物質 熱がエネルギーである こ と を 理解し 、 物質の三態について理
解し ている 。

いろいろな運動でみる 力学的エネルギー 力学的エネルギーが保存さ れな い場合について理解し てい
る 。

中間考査 確認テス ト

位置エネルギー 重力によ る 位置エネルギーと 弾性力によ る 位置エネルギーに
ついて理解し ている 。

力学的エネルギーの保存 力学的エネルギー保存の法則について理解し 、 実験を行っ てその結果を考察・
表現し 、 他者の考察と 比較し ながら 議論し 深く 考えよ う と し ている 。

仕事率 仕事やかかっ た時間を 基に、 仕事の効率の良さ について考察
し 、 表現し よ う と し ている 。

運動エネルギー
仕事と 運動エネルギーの関係について理解し ている 。

期末考査 確認テス ト

力学的エネルギー 仕事 仕事と エネルギーの関係、 仕事の原理について理解し てい
る 。

「 運動の変化」 と 「 力」 物体にはたら く 力、 物体に生じ る 加速度、 物体の質量についての関係（ 運動の
法則） と 運動方程式について理解し ている 。

作用反作用の法則
作用反作用の法則について理解し ている 。

垂直抗力と 弾性力 力のつり 合いの学習を 基に、 重力と つり 合っ ている 力の存在
を 推察し ている 。

慣性の法則 力がはたら かないか、 つり 合っ ている と き の物体の運動の様
子や、 慣性の法則について理解し ている 。

力と 運動の法則 力と つり 合い 二つの力が物体にはたら く と き の力のつり 合いの条件につい
て理解し ている 。

力の合成と 分解
力の合成と 分解について、 作図を 通し て理解し ている 。

力の作図 力が働く と き の条件を 理解し 、 力を 矢印で適切に書き 表し て
いる 。

中間考査 確認テス ト

速度が変わる 運動 物体が直線運動する 場合の加速度を 理解し ている 。 既習事項
を 踏ま えて、 実験の分析を 考え 、 実施し ている 。

力と 運動の法則 さ ま ざま な力 身のま わり の様々な物体にはた ら く 力について主体的に考
え、 性質や共通点について考え よ う と し ている 。

等速直線運動 観察、 実験を 通し て速度、 変位、 時間の規則性を 見出し 表現
でき る 。

合成速度と 相対速度 観察、 実験を 通し て速度は相対的なも のである こ と を 見出し
表現でき る 。

直線運動の世界 運動の表し 方 物体の運動の表し 方について、 直線運動を 中心に理解し てい
る 。

変位と 速度
変位と 速度の概念を 理解し ている 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

ガイ ダンス [ 物理基礎」 についての学習内容と 学習方法
物理量の測定と 扱い方。

身近な物理現象について、 物理量の測定と 表し 方、 分析の手
法を 理解し ている 。

教科書副教材 新編　 物理基礎　 東京書籍

学
習
目
標

日常生活や社会と の関連を 図り ながら 、 物体の運動と 様々なエネルギーについて理解する 。

観察、 実験など を 行い、 科学的に探究する 力を 養う 。

物体の運動と 様々なエネルギーに主体的に関わり 、 科学的に探究し よ う と する 態度を 養う 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

理科 物理基礎 選択必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 ○ ○

2 ○

3 ○ ○

4 ○ ○

5 ○ ○

6 ○

7 ○

8 ○ ○

9 ○

10 ○ ○

11 ○ ○

12 ○ ○

13 ○ ○

14 ○

15 ○ ○

16 ○

17 ○ ○

18 ○ ○

19 ○ ○

20 ○

21 ○ ○

22 ○

23 ○ ○

24 ○

25 ○ ○

26 ○ ○ ○

27 ○

28 ○ ○ ○

29 ○ ○

30 ○ ○

31 ○ ○

32 ○ ○

33 ○ ○

34 ○

35 ○ ○

36 ○ ○

37 ○ ○ ○

38 ○ ○ ○

39 ○ ○ ○

39

備考 合計時間数 2 単位×３ ５ 週 78 時間

年度末考査

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを評価し 、 評定はこ れを総括する 。

学習のま と め②

学習のま と め③

金属の反応性 金属の反応性について理解し てる 。 金属の反応のよ う
すに興味を 持っ て観察し てる 。

学習のま と め①

②酸化還元反応の利用 電池のし く み 電池の仕組みについて理解し てる 。

電気分解 電気分解について理解し ている 。 電気分解する と 起こ
る 反応を 表現でき る 。

金属のイ オン 化傾向 金属のイ オン化傾向が何かを 理解し てる 。 イ オン 化傾
向が違う 金属同士の反応に興味を 持っ ている 。

金属の反応性 金属の反応性について理解し てる 。 金属の反応のよ う
すに興味を 持っ て観察し てる 。

酸化・ 還元と 酸化数 酸化・ 還元と 酸化数の関係を 理解し てる 。

酸化剤と 還元剤 酸化剤と 還元剤の役割を 理解し てる 。

３ 章酸化と 還元
①酸化と 還元

酸化・ 還元と 酸素の授受、 酸化・ 還元と 水素の授受 酸化と 還元がど のよ う に酸素・ 水素と 関係し ている か
を 理解し ている 。

酸化・ 還元と 電子の授受 酸化と 還元がど のよ う に電子と 関係し ている かを 理解
し てる 。

④中和反応の量的関係と 中和滴定 中和反応の量的関係、 中和滴定 中和反応と 濃度を 結び付けて考えら れる 。 中和滴定の
実験に興味を 持っ ている 。

後期中間考査

後期中間考査

③中和反応と 塩の生成 酸と 塩基の中和、 塩 酸と 塩基がど のよ う に中和反応を 起こ すかを 理解し て
いる 。

酸と 塩基の強さ 酸と 塩基の強弱がなぜ起こ る かを 表現でき る 。

②水素イ オン 濃度と ｐ Ｈ 水の電離と 水素イ オン 濃度、 ｐ H、 指示薬と ｐ Hの測定 水素イ オン 濃度について理解し ている 。 ただし く pHを
求める こ と ができ る 。

化学反応式と 量的関係 化学反応と 物質量を 関係さ せて考える こ と ができ る 。

２ 章酸と 塩基
①酸と 塩基

酸、 塩基 酸・ 塩基の定義を 理解し ている 。

溶液の濃度 溶液の濃度を 求める こ と ができ る 。

②化学変化の量的関係 化学反応式 化学反応式を 正し く 書く こ と ができ る 。 化学反応に興
味を 持つ。

前期期末考査

物質量 物質量と いう 単位を 理解し ている 。 物質量を 求める こ
と ができ る 。

物質の構成粒子と 物質の分類 粒子の種類と 結合の種類の関係を 理解し ている 。

２ 編　 １ 章物質量と 化学変化
①物質量・ 分子量と 物質量

原子の相対質量、 原子量・ 分子量・ 式量 原子が相対質量で表さ れる こ と に興味を 持っ ている 。
それぞれの原子の相対質量を 求めら れる 。

分子の形、 分子から なる 物質、 電気陰性度と 分子の極性 分子にはそれぞれ形があ る こ と を 理解し ている 。 分子
の形がなぜそう なる かを 考察し ている 。

分子結晶、 共有結合の結晶 分子結晶・ 共有結合がなぜそのよ う な性質を 持つかに
興味を 示す。

②金属と 金属結合 金属と 金属結合、 金属の性質と 利用

③分子と 共有結合 分子、 分子の形成 共有結合について理解し ている 。 なぜ共有結合する の
かについて考えている 。

イ オン 結晶の性質 イ オン結晶がなぜそのよ う な性質なのかを 考察し てい
る 。

前期中間考査 金属結合について理解し ている 。 金属がなぜそのよ う
な性質なのかを 理解し ている 。

３ 章物質と 化学結合
①イ オンと イ オン結合

イ オン の形成、 イ オン 式と イ オンの名称 イ オンがど のよ う に形成さ れる かを 理解し ている 。

イ オン 結合と イ オン 結晶 イ オン結合の仕方を 理解し ている 。

２ 章物質の構成粒子
①原子の構造

原子、 原子核と 電子、 同位体 原子の構成について理解し ている 。 同位体が日常で利
用さ れる 例について考えている 。

②電子配置と 周期表 電子殻と 電子配置、 元素の周期表 電子核と 電子の配置ついて理解し ている 。 周期表がど
う いっ たも のなのかを 理解し ている

物質の三態、 粒子の熱運動、 絶対温度 水にイ ン ク を 垂ら すと 色が自然と 拡がっ ていく 現象に
ついて考察し ている 。

②物質の成分 元素と 元素記号、 単体と 化合物、 元素の確認 元素記号について理解し ている 。 元素の確認の仕方に
興味を 持っ ている

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

１ 編　 １ 章物質の探求
①物質の性質と 分離

混合物と 純物質、 混合物の分離と 精製 物質の分類について理解し ている 。 。 同素体が、 同じ
元素で異なる 物質になる こ と に疑問を 持っ ている 。

教科書副教材 新編　 化学基礎　 東京書籍

学
習
目
標

化学的な事物・ 現象についての基本的な概念や原理・ 法則を理解し する 。

化学的な事物・ 現象について探究する 力を養う 。

化学的な事物・ 現象について主体的に関わり 、 科学的に探求し よ う と する 態度を養う 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

理科 化学基礎 選択必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇

2 〇

3 〇 〇

4 〇 〇

5 〇

6 〇 〇

7 〇

8

9 〇

10 〇 〇

11 〇

12 〇

13 〇 〇

14 〇 〇

15 〇

16 〇

17

18 〇

19 〇

20 〇

21 〇 〇

22 〇 〇

23 〇 〇

24 〇

25

26

27 〇

28 〇

29 〇

30 〇 〇

31 〇

32 〇 〇

33 〇

34 〇 〇 〇

35 〇 〇 〇

36 〇 〇 〇

37 〇 〇 〇

38 〇 〇 〇

39 〇 〇 〇

備考 合計時間数 2 単位×39週 78 時間

期末テス ト 学年末考査
自然環境について， 見通し をも っ たり 振り 返っ たり す
る など ， 科学的に探究し よ う と し ている 。

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

課題研究
3年間学んでき た中で興味を 持っ たこ と に関し て、
エッ セイ の作成と 発表を課す。

課題研究
4年間学んでき た中で興味を 持っ たこ と に関し て、
エッ セイ の作成と 発表を課す。

課題研究
1年間学んでき た中で興味を 持っ たこ と に関し て、
エッ セイ の作成と 発表を課す。

課題研究
2年間学んでき た中で興味を 持っ たこ と に関し て、
エッ セイ の作成と 発表を課す。

生態系と その保全 エネルギーと 物質の循環、 生態系のバラ ンス と 保全
エネルギーと 物質の循環について、 共通点と 相違点を
比較し 、 理解する こ と ができ る 。

４ 編のま と め 生物の多様性と 生態系
こ こ ま で学んだ内容について、 全体像を 把握し 、 簡単
に説明する こ と ができ る 。

植生と 遷移 森林の構造、 植生と 森林の遷移
森林の構造や植生の遷移について理解する こ と ができ る 。 １
次遷移と 二次遷移の装について理解する こ と ができ る 。

気候と バイ オーム 地球上の植生分布と バイ オーム
日本と 世界のバイ オームについて理解する こ と ができ る 。 水
平分布と 垂直分布について理解する こ と ができ る 。

３ 編のま と め
こ こ ま で学んだ内容について、 全体像を 把握し 、 簡単
に説明する こ と ができ る 。

生物・ 植生の多様性 生物・ 植生の多様性、 熱帯雨林の生物多様性 生物や植生の多様性について理解する こ と ができ る 。 熱帯雨
林の生物多様性について理解する こ と ができ る 。

免疫と ヒ ト 感染症の予防と アレ ルギー、 エイ ズについて
免疫シス テム によ り 自分の体が外敵から 守ら れている
こ と 、 AI DSについて理解する 。

腎臓・ 血液の観察実験 哺乳類の腎臓の構造と 血液の成分
哺乳類の体液の浸透圧調節のメ カニズム を理解でき
る 。 血液についても 簡単に全体像を理解でき る 。

後期中間考査

免疫のシス テム 自然免疫と 適応免疫、 細胞性免疫・ 体液性免疫
脊椎動物の免疫シス テムについて、 その全体像を理解
する こ と ができ る 。

ホルモン によ る 調節 内分泌線から のホルモンの分布と 標的細胞での受容
内分泌系の全体像について理解する こ と ができ る 。 ま
た、 その作用機構について説明する こ と ができ る 。

血糖値の調節 血糖値の調節
脊椎動物の血糖値調節シス テム の全体像を把握する 。
ま た、 糖尿病について理解する こ と ができ る 。

腎臓の働き 、 肝臓の働き 腎臓・ 肝臓の構造と 働き 腎臓によ る 浸透圧調節について理解する こ と ができ る 。 肝昨
日のう ち特に重要な５ つを理解する こ と ができ る 。

自律神経によ る 調節 自律神経系の分布と 働き 交感神経と 副交感神経の違いについて理解し 、 ま た、 体内に
おける 神経系の分布についても 理解する こ と ができ る 。

２ 編のま と め
こ こ ま で学んだ内容について、 全体像を 把握し 、 簡単
に説明する こ と ができ る 。

生物の体内環境の維持 人体のつく り 、 循環系・ 自律神経系・ 内分泌系と その働き
恒常性と いう 言葉の意味と 、 生物が持っている 恒常性を維持
する ために必要な機構について理解する こ と ができ る 。

前期末考査

生命現象と 遺伝子 Ｄ Ｎ Ａ と タ ンパク 質合成、 生命現象と 遺伝子の発現
DNAによ って記述さ れた遺伝情報に従いタ ンパク 合成
が行われている こ と を 理解する 。

Ｄ Ｎ Ａ の抽出実験 Ｄ Ｎ Ａ の抽出実験
安全・ 確実に実験を 遂行する こ と ができ る 。 ま た、 文
献を 参照し 、 実験レ ポート を書く こ と ができ る 。

Ｄ Ｎ Ａ と 細胞分裂 体細胞分裂の過程と 染色体の動き
体細胞分裂の過程と 、 その際の染色体の動向について
理解する こ と ができ る 。

Ｄ Ｎ Ａ の構造 Ｄ Ｎ Ａ の構造、 塩基の相補性
DNAの構造と 、 4種類の塩基の相補性について理解し 、
説明する こ と ができ る 。

Ｄ Ｎ Ａ と ゲノ ム 塩基配列と 遺伝情報
4種類の塩基によ っ て記述さ れる 遺伝情報について理
解し 、 簡単な練習問題を解く こ と ができ る 。

１ 編のま と め
こ こ ま で学んだ内容について、 全体像を 把握し 、 簡単
に説明する こ と ができ る 。

遺伝子と その働き 遺伝子の本体、 遺伝子と 形質
遺伝子の本体がDNAである こ と 、 DNAと 染色体、 遺伝子
の関係性について理解する こ と ができ る 。

光合成に関する 実験 葉緑体の観察、 光合成生成物の確認 顕微鏡を正し く 使い、 葉緑体を観察する こ と ができ る 。 ま
た、 光合成をする 微生物を観察する こ と ができ る 。

呼吸の反応 呼吸の反応
呼吸の仕組みと 、 化学反応式について理解する こ と が
でき る 。

光合成の反応 光合成の反応、 細胞共生説 光合成の概要について理解する こ と ができ る 。 葉緑体の起源につい
て、 細胞内共生説について理解する こ と ができ る 。

前期中間考査

生命活動と エネルギー 生体を 構成する 物質
生体がど のよ う な物質で構成さ れている か理解する こ
と ができ る 。

生体を 支える 代謝 Ａ Ｔ Ｐ と 酵素について
生物のエネルギー代謝を担う ATPの構造と 作用機構を
理解する 。 ま た酵素についても 同様と する 。

細胞の構造と 機能 動植物細胞の構造と 機能、 真核生物と 原核生物
原始的な生物から 高等な生物、 動物と 植物の細胞の違いにつ
いて知り 、 進化のプロ セス と 結びつける こ と ができ る 。

細胞の観察 細胞の観察と 光学顕微鏡の使い方、 ミ ク ロ メ ータ ーの使い方
光学顕微鏡の使い方を 知り 、 細胞の観察・ ス ケッ チが
でき る よ う になる 。

生物の特徴 生物の概念
生物と は何か、 「 生き る 」 と はど う いう こ と かについ
て考える こ と ができ る 。

生物の共通性 生物の共通性と 多様性
さ ま ざま な生物の共通性と 多様性について知ろ う と い
う 積極的な姿勢が見ら れる 。

教科書副教材 改訂生物基礎（ 東京書籍）

学
習
目
標

１ 　 生物や生命現象の持つ多様性を 踏ま えつつ， それら に共通する 生物学の基本的な概念や原理・ 法則を 理解する 。
２ 　 遺伝子・ 健康・ 環境など 日常生活や社会に関わる テーマを 通し て， 生物や生命現象に対し ての興味・ 関心を 高める 。
３ 　 観察， 実験を 通し て生物や生命現象に関する 基本的な概念や原理・ 法則を 理解する 。
４ 　 生物や生命現象の中から 問題や課題を 見出し ， 観察， 実験など を 通し て探究する 姿勢を 身につける 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

理科 生物基礎 選択必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇 〇

2 〇 〇

3 〇 〇

4 〇 〇

5 〇 〇

6 〇 〇 〇

7 〇 〇 〇

8 〇 〇

9 〇 〇 〇

10 〇 〇

11 〇 〇

12 〇 〇

13 〇 〇

14 〇 〇

15 〇 〇

16 〇 〇 〇

17 〇 〇

18 〇 〇

19 〇 〇

20 〇 〇

21 〇 〇

22 〇 〇

23 〇 〇 〇

24 〇 〇

25 〇 〇

26 〇 〇

27 〇 〇

28 〇 〇

29 〇 〇

30 〇 〇

31 〇 〇

32 〇 〇

33 〇 〇

34 〇 〇

35 〇 〇

36 〇 〇

37 〇 〇

38 〇 〇

39 〇 〇 〇

備考 合計時間数 2 単位×39週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

78 時間

身の回り の環境問題 身の回り の環境問題を １ つ調べ。 その原因と 対策を 調
べ、 発表する 。

期末テス ト
確認テス ト 自然環境について， 見通し をも っ たり 振り 返ったり す

る など ， 科学的に探究し よ う と し ている 。

身の回り の環境問題 身の回り の環境問題を １ つ調べ。 その原因と 対策を 調
べ、 発表する 。

身の回り の環境問題 身の回り の環境問題を １ つ調べ。 その原因と 対策を 調
べ、 発表する 。

地球環境問題
オゾン 層破壊・ 地球温暖化 オゾ ン層破壊や地球温暖化について、 人間活動と 紐づ

けて、 理解し ている 。

身の回り の環境問題 今ま で学んだ内容を も と に、 身の回り の環境問題を 主
体的に調べよ う と する 。

地球の環境
日本列島がつく る 自然の特徴 日本列島が作る 自然の特徴に打つ居て、 理解し てい

る 。

異常気象と 気候変動 異常気象と 気候変動について、 理解し ている 。

宇宙の姿
宇宙の誕生 宇宙の誕生について、 原因やメ カニズム を理解し てい

る 。

銀河と その分布 銀河と その分布について、 理解し ている 。

太陽
太陽 太陽について， 組成や誕生の仕組みを 理解し ている 。

恒星の光・ 恒星の性質 恒星の光・ 恒星の性質について、 理解し ている 。

太陽系の誕生
太陽系の形成と 地球の誕生 太陽系の構成について， 太陽系の惑星の特徴を整理す

る こ と ができ る 。

生命の星　 地球 地球の特徴について， 生命が存在する 条件を ， 科学的
データ に基づき 見いだそう と し ている 。

太陽系の中の地球
太陽系の概念 宇宙の誕生と 姿について， 誕生の仕組みと 宇宙の姿の

特徴を理解し ている 。

太陽系の構造 太陽系の誕生について， 太陽や惑星の誕生の仕組みを
理解し ている 。

海水の運動と 循環 大気や海水の運動について， その特徴や地球規模の熱
輸送を理解し ている 。

中間テス ト
確認テス ト 放射平衡の観点と 温室効果の観点を踏ま え， その仕組

みを 科学的に考察し ， 表現し ている 。

大気大循環 地球の熱収支について， 定量的にデータ を整理する こ
と ができ る 。

海洋の運動
気象と 気候値・ 海洋の層構造 実習の結果を 踏ま え， その特徴や地球規模の熱輸送を

理解し ている 。

大気の動き と 天気 大樹の宇号機と 天気について、 理解し ている 。

大気の運動
地球の熱収支 地球の熱収支について， 定量的にデータ を整理する こ

と ができ る 。

期末テス ト
確認テス ト 地球の変遷について， 科学的に考察し 表現し ている な

ど ， 科学的に探究し ている 。

大気と 海洋
大気の構造と 運動 大樹の構造と 運動に居ついて理解し ている 。

古生物の変遷
初期生命と 大気の変化 先カンブリ ア時代について， 地球環境と その環境下に

おける 生物と その特徴 を理解し ている 。

多様な生物の出現・ 哺乳類の繁栄 古生代の生物の特徴と 変遷について， 自然環境の変化
と 結びつけて理解し ている 。

地質構造の形成 変成作用と 変成作用で生じ る 変成岩について 理解し
てい
る  。化石と 地質時代の区分 古生代の生物の特徴と 変遷について ， 自然環境の変
化と 結びつけて理解し ている  。

大地形の形成 大地形の形成について、 理解し ている 。

地球の変遷
地層と 化石 地層と 化石について、 理解し ている 。

プレート テク ト ニク ス
プレ ート テク ト ニク ス 地震はプレ ート の境界付近でよ く 発生し ている こ と に

気がつく と と も に， その特徴を 整理でき る 。

中間テス ト
確認テス ト 記さ れた用語を 用いて節の学習事項を ま と めら れる 。

地震 地震や大地形の形成にはプレ ート が関係し ている こ と
を 科学的に考察し ている 。

現在の地殻変動 地震が起こ る 場所と プレ ート の関係性に気づき ， 整理
し て表現でき る 。

地殻の形成
火成岩・ 堆積岩・ 変成岩 変成作用と 変成作用で生じ る 変成岩について理解し て

いる 。

現在の地球の活動
火山 火山噴火の多様性について， 火山の噴火と 地形の特徴

を 整理し ている 。

地球の形と 構造
地球の概念 地球の内部は層構造を し てい て， それら は構成物質

や状態の違いによ る こ と を 理解し ている 。

地球の内部構造 地球の内部は層構造を し てい て， それら は構成物質
や状態の違いによ る こ と を 理解し ている 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

ガイ ダンス
「 地学基礎」 についての学習内容と 学習方法 科学探究の進め方について理解し  ， 科学の方法と 科

学倫理を 学ぶ大切さ を 理解し ている  。

教科書副教材 改訂地学基礎（ 東京書籍）

学
習
目
標

宇宙と 地球の成り 立ちについて、 人間生活と 関連付けて理解する と と も に、 それら の観察、 実験などに関する 技能を身に付ける 。

宇宙と 地球の成り 立ちについて、 問題を見いだし 見通し を も っ て観察、 実験などを 行い、 人間生活と 関連付けて、 科学的に考察し 表現す
る 。

地球の自然環境に進んで関わり 、 科学的に探究し よ う と する 態度を養う と と も に、 科学に対する 興味・ 関心を高める 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

理科 地学基礎 選択必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇

2 〇 〇 〇

3 〇 〇 〇

4 〇 〇 〇

5 〇 〇 〇

6 〇 〇 〇

7 〇 〇 〇

8 〇 〇 〇

9 〇 〇 〇

10 〇 〇 〇

11 〇 〇 〇

12 〇 〇 〇

13 〇 〇 〇

14 〇 〇 〇

15 〇 〇 〇

16 〇

17 〇

18 〇 〇 〇

19 〇 〇 〇

20 〇 〇 〇

21 〇 〇 〇

22 〇 〇 〇

23 〇 〇 〇

24 〇 〇 〇

25 〇 〇 〇

26 〇 〇 〇

27 〇 〇 〇

28 〇 〇 〇

29 〇 〇 〇

30 〇 〇 〇

31 〇 〇 〇

32 〇 〇 〇

33 〇 〇 〇

34 〇 〇 〇

35 〇 〇 〇

36 〇 〇 〇

37 〇 〇 〇

38 〇 〇 〇

39 〇 〇 〇

備考 合計時間数 3 単位×39週

ゲーム
マナーを 守っ たり 、 相手の健闘を認めたり し て、 フ ェ
アなプレ イ を 守ろ う と し ている 。

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） 授業内評価・ 実技テス ト （ 思考・ 判断・ 表現） 授業内評価・ 振り 返り ノ ート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 授業参加状況・ 振り 返り ノ ート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

117 時間

ニュ ース ポーツ
ボッ チャ

安全に留意し て活動し ている 。

ボッ チャ
フ ェ アなプレ ーを 守ろう と し ている 。

ハンド ボール

ハン ド ボールの特性を 理解する 。 基本的なルールにつ
いて理解する 。

種目の特性を 理解し 、 学習に積極的に取り 組も う と し
ている 。

ド リ ブル、 パス 、 シュ ート 、 ミ ニゲーム
安全に留意し ながら 、 自己やチーム の課題に応じ た練
習方法を 選んで取り 組んでいる 。

提示さ れた動き のポイ ン ト やつま づき の事例を参考
に、 仲間の課題や出来ばえを伝えている 。

タ ス ク ゲーム
マナーを 守っ たり 、 相手の健闘を認めたり し て、 フ ェ
アなプレ イ を 守ろ う と し ている 。

ゲーム
空いた場所を めぐ る 攻防を する こ と ができ る 。

ゲーム
空いた場所を めぐ る 攻防を する こ と ができ る 。

ゲーム 、 ルール説明
フ ェ アーなプレ ーを 守ろ う と し ている 。

ゲーム
フ ェ アーなプレ ーを 守ろ う と し ている 。

バレ ーボール

バレ ーボールの特性を 理解する 。 基本的なルールにつ
いて理解する 。

種目の特性を 理解し 、 学習に積極的に取り 組も う と し
ている 。

パス 練習、 サーブ練習
技術の名称や行い方を理解し ている 。

ス パイ ク 練習、 3段攻撃

空いた場所を めぐ る 攻防を する こ と ができ る 。

バス ケッ ト ボール

バス ケッ ト ボールの特性を 理解する 。 基本的なルール
について理解する 。

種目の特性を 理解し 、 学習に積極的に取り 組も う と し
ている 。

ド リ ブル、 パス 、 シュ ート
技術の名称や行い方を理解し ている 。

ド リ ブル、 パス 、 シュ ート 、 ミ ニゲーム
安全に留意し て活動し ている 。

２ 対１ 、 ３ 対２ 、 ３ 対３
自己やチーム の課題に応じ た練習方法を選んでいる 。

バド ミ ント ン

バド ミ ン ト ン の特性を 理解する 。 基本的なルールについて理解する 。
種目の特性を 理解し 、 学習に積極的に取り 組も う と し
ている 。

各種ショ ッ ト の練習
技術の名称や行い方を理解し ている 。

ダブルス ゲーム
提示さ れた動き のポイ ン ト やつま づき の事例を参考
に、 仲間の課題や出来ばえを伝えている 。

シン グルス  ゲーム
マナーを 守っ たり 、 相手の健闘を認めたり し て、 フ ェ
アなプレ イ を 守ろ う と し ている 。

団体戦

ダンス
現代的なリ ズム のダン ス

学習に積極的に取り 組も う と し ている 。

現代的なリ ズム のダン ス
自己の課題に応じ た練習方法を 選んでいる 。

体育理論
ス ポーツ の発祥と 発展（ １ ）

学習に積極的に取り 組も う と し ている 。

ス ポーツ の発祥と 発展（ ２ ）
学習に積極的に取り 組も う と し ている 。

ニュ ース ポーツ

タ ーゲッ ト バード ゴ ルフ
安全に留意し て活動し ている 。

タ ーゲッ ト バード ゴ ルフ
自己の課題に応じ た練習方法を 選んでいる 。

モルッ ク
安全に留意し て活動し ている 。

モルッ ク
フ ェ アーなプレ ーを 守ろ う と し ている 。

卓球

卓球の特性を 理解する 。 基本的なルールについて理解する 。
種目の特性を 理解し 、 学習に積極的に取り 組も う と し
ている 。

ス ト ロ ーク の基本動作を 身に付ける 、 ラ リ ー練習
技術の名称や行い方を理解し ている 。

ゲーム
マナーを 守っ たり 、 相手の健闘を認めたり し て、 フ ェ
アなプレ イ を 守ろ う と し ている 。

ゲーム
マナーを 守っ たり 、 相手の健闘を認めたり し て、 フ ェ
アなプレ イ を 守ろ う と し ている 。

体つく り 運動
陸上競技

ペアス ト レ ッ チ、 短距離走・ 長距離走
学習に積極的に取り 組も う と し ている 。

ボールを 使っ た運動、 短距離走・ 長距離走
自己の課題に応じ た練習方法を 選んでいる 。

ロ ープを 使っ た運動、 短距離走・ 長距離走
提示さ れた動き のポイ ン ト やつま づき の事例を参考
に、 仲間の課題や出来ばえを伝えている 。

体つく り の運動、 短距離走・ 長距離走
種目の特性を 理解し 、 学習に積極的に取り 組も う と し
ている 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観点

評価の観点（ 評価規準）

オリ エンテーショ ン、 体育理論
体育を 学ぶ重要性と 学び方、 各種目について理解す
る 。

体育を 学ぶ重要性と 学び方を理解し ている 。

教科書副教材 現代高等保健体育

学
習
目
標

( 知)
自己の状況に応じ て体力の向上を図る ための資質・ 能力を 身に付ける 。

( 思)
運動についての課題を 発見し 、 解決に向けて思考し 、 判断する と と も に、 他者に伝える 力を 養う 。

( 感)
競争や協働の経験を 通じ て、 生涯にわたっ て継続し て運動に親し む態度を 養う 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和８ 年度） 東京都立桐ヶ 丘高等学校
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教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇 〇 〇

2 〇 〇 〇

3 〇 〇 〇

4 〇 〇 〇

5 〇 〇 〇

6 〇 〇

7 〇 〇 〇

8 〇 〇 〇

9 〇 〇 〇

10 〇 〇 〇

11 〇 〇 〇

12 〇 〇 〇

13 〇 〇 〇

14 〇 〇 〇

15 〇 〇

16 〇 〇 〇

17 〇 〇 〇

18 〇 〇 〇

19 〇 〇 〇

20 〇 〇 〇

21 〇 〇 〇

22 〇 〇 〇

23 〇 〇 〇

24 〇 〇 〇

25 〇 〇 〇

26 〇 〇 〇

27 〇 〇

28 〇 〇 〇

29 〇 〇 〇

30 〇 〇 〇

31 〇 〇 〇

32 〇 〇 〇

33 〇 〇 〇

34 〇 〇 〇

35 〇 〇 〇

36 〇 〇 〇

37 〇 〇 〇

38 〇 〇 〇

39 〇 〇

備考 合計時間数 2 単位×39週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

78 時間

さ ま ざま な保健活動や社会的対策
健康に関する 環境づく り と 社会参加

国際機関・ 民間機関など の保健活動について学ぶ。 行政機関によ る 社会的対策について
学ぶ。 健康づく り への主体的な参加が自他の健康づく り につながる こ と を学ぶ。

健康を 優先し 、 自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく り
に関する 学習活動に主体的に取り 組んでいる か。

学年末考査

医療サービ ス と その活用 保健行政の役割について学ぶ。 保健サービ ス の活用について学ぶ。 さ ま ざま な医療機関
の役割について学ぶ。

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

医薬品の制度と その活用 医薬品の安全性を守る 取り 組みについて学ぶ。
個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

食品の安全性
食品衛生にかかわる 活動

食品の安全性に関する 今日的課題について学ぶ。 食品の安全性を確保する ための行政や
製造者の役割について学ぶ。 食品の安全性を確保する ための個人の役割について学ぶ。

個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

保健サービ ス と その活用 保健行政の役割について学ぶ。 保健サービ ス の活用について学ぶ。 さ ま ざま な医療機関
の役割について学ぶ。

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

環境と 健康にかかわる 対策 環境汚染によ る 健康被害を防ぐ 方法について学ぶ。
健康を 優先し 、 自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく り
に関する 学習活動に主体的に取り 組んでいる か。

ごみの処理と 上下水道の整備 産業廃棄物の処理について学ぶ。 ご みの処理の現状やその課題について学ぶ。 上下水道
のし く みと 健康にかかわる 課題を学ぶ。

健康を 優先し 、 自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく り
に関する 学習活動に主体的に取り 組んでいる か。

大気汚染と 健康 大気にかかわる 地球規模の健康問題について学ぶ。
個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

水質汚濁、 土壌汚染と 健康 大気、 水、 土壌にま たがる 複合的な環境汚染の発生の仕組みを 学ぶ。
個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

働く こ と と 健康
労働災害と 健康

働き 方や働く 人の健康問題の変化について学ぶ。 労働災害の種類と その原因について学
ぶ。 職場がおこ なう 健康に関する 取り 組みについて学ぶ。

個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

健康的な職業生活 余暇を積極的にと る こ と の意義を学ぶ。
個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

中高年期と 健康 加齢にと も なう 心身の変化について学ぶ。
高齢社会に必要な社会的な取り 組みについて学ぶ。

健康を 優先し 、 自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく り
に関する 学習活動に主体的に取り 組んでいる か。

後期中間考査 　

避妊法と 人工妊娠中絶
家族計画の意義と 適切な避妊法について学ぶ。 人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響につい
て学ぶ。 結婚生活を健康的に送る ために必要な考え方や行動を 学ぶ。

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

結婚生活と 健康
家族計画の意義と 適切な避妊法について学ぶ。 人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響につい
て学ぶ。 結婚生活を健康的に送る ために必要な考え方や行動を 学ぶ。

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

ラ イ フ ス テージと 健康
思春期と 健康

ラ イ フ ス テージと 健康の関連について学ぶ。 各ラ イ フ ス テージで活用でき る 社会から の
支援について学ぶ。 思春期における 体の変化を男女に分けて学ぶ。

健康を 優先し 、 自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく り
に関する 学習活動に主体的に取り 組んでいる か。

性意識と 性行動の選択
妊娠・ 出産と 健康

性意識の男女差について学ぶ。 性情報が性行動の選択に影響を 及ぼすこ と を 学ぶ。 妊
娠・ 出産の過程における 健康課題について学ぶ。 ま た、 母子健康サービ ス について学
ぶ。

個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

応急手当の意義と その基本
日常的な応急手当

応急手当の意義について学ぶ。 傷病者を発見し たと き に確認・ 観察する ポイ ント を 学
ぶ。 日常的なけがや熱中症の応急手当ができ る よ う にする 。

個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

心肺蘇生法 心肺蘇生法の方法と 手順について学ぶ。
実際に心肺蘇生法をおこ なう こ と ができ る よ う になる 。

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

事故の現状と 発生要因
安全な社会の形成

事故の実態と 被害の実態について学ぶ。 安全のために必要な個人の行動について学ぶ。
すべての人たちに安全を確保する ために必要な環境整備について学ぶ。

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

交通における 安全
交通事故防止における 個人の取り 組みと 交通環境の整備について学ぶ。
交通事故における 責任を3つに分けて学ぶ。

健康を 優先し 、 自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく り
に関する 学習活動に主体的に取り 組んでいる か。

性感染症・ エイ ズと その予防
性感染症・ エイ ズがほかの感染症と 異なる 点について学ぶ。
性感染症・ エイ ズの予防と その対策について個人と 社会に分けて学ぶ。

健康を 優先し 、 自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく り
に関する 学習活動に主体的に取り 組んでいる か。

健康に関する 意思決定・ 行動選択
健康に関する 環境づく り

意思決定・ 行動選択に影響を 与える 要因について学ぶ。 社会環境の健康への影響につい
て学ぶ。 ヘルス プロ モーショ ンの考え方にも と づく 環境づく り の特徴を学ぶ。

個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

感染症の予防
感染症と は何かについて潜伏期間や感染力など も 含めて説明でき る よ う にする 。 感染症
への個人と 社会の対策について学ぶ。

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

前期期末考査

精神疾患から の回復 精神疾患の治療について学ぶ。
個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

現代の感染症
感染症と は何かについて潜伏期間や感染力など も 含めて説明でき る よ う にする 。 新興感
染症と 再興感染症が流行する 要因を 学ぶ

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

薬物乱用と 健康
薬物乱用が心身の健康や社会に及ぼす影響について学ぶ。
薬物乱用防止のための個人や社会環境への対策例について学ぶ。

健康を 優先し 、 自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく り
に関する 学習活動に主体的に取り 組んでいる か。

精神疾患の特徴
精神疾患の予防

精神疾患の例を あげ、 発症の要因と おも な症状について学ぶ。 現代社会における 精神保
健の課題をあげる 。 精神疾患を予防する 方法を学ぶ。

個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

喫煙と 健康
喫煙者やその周囲の人に起こ る 害について学ぶ。
喫煙対策について、 個人と 社会に分けて学ぶ。

個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

飲酒と 健康
飲酒によ る 健康への短期的影響と 長期的影響について学ぶ。
飲酒によ る 健康問題に対する 個人や社会環境への対策について学ぶ。

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

前期中間考査

休養・ 睡眠と 健康
健康と 休養の関係及び適切な休養のと り 方について学ぶ。
健康と 睡眠の関係及び健康によ い睡眠のと り 方について学ぶ。

健康を 優先し 、 自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく り
に関する 学習活動に主体的に取り 組んでいる か。

運動と 健康 健康と 運動の関係について学ぶ。 目的に応じ た健康的な運動のし かたについて学ぶ。
個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

食事と 健康
食事と 健康の関係について学ぶ。
健康的な食事のと り 方について学ぶ。

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

生活習慣病の予防と 回復
生活習慣病の種類と 要因について学ぶ。
生活習慣病の一次予防、 二次予防について学ぶ。

個人及び社会生活における 健康課題を 発見し 、 その解決を 目指し て
総合的に考え、 判断し 、 それら を 表現し ている か。

がんの原因と 予防
がんの治療と 回復

がんの種類や原因について学ぶ。 がんのおも な治療法や緩和ケアについて学ぶ。 がんの
検診の普及や情報サービ ス の整備など の社会的対策について学ぶ。

健康を 優先し 、 自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく り
に関する 学習活動に主体的に取り 組んでいる か。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

健康の考え方と 成り 立ち
私たちの健康のすがた

さ ま ざま な健康の考え方について学ぶ。 健康の成り 立たせている 要因について学ぶ。 わ
が国の健康水準の変化と その背景について学ぶ。 わが国の現在の健康問題について学
ぶ。

個人及び社会生活における 健康・ 安全について、 課題解決に役立つ
知識や技能を 身に付けている か。

教科書副教材 現代高等保健体育

学
習
目
標

( 知) 生涯を 通じ て自ら の健康や環境を 適切に管理し 、 改善し ていく ための知識・ 能力を 身に付ける

( 思) 健康についての自他や社会の課題を 発見し 、 解決に向けて思考し 、 判断でき る 力を 養う

( 感) 生涯を 通じ て自他の健康の保持増進やそれを 支える 環境づく り を 目指し 、 明る く 豊かで活力ある 生活を営む態度を 養う

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和８ 年度） 東京都立桐ヶ 丘高等学校

保健体育 保健 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 ○ ○

2 ○ ○

3 ○ ○

4 ○ ○

5 ○ ○

6 ○ ○

7

8 ○

9 ○

10 ○ ○

11 ○ ○

12 ○ ○

13 ○ ○

14

15 ○

16 ○

17 ○

18

19 ○ ○

20 ○ ○

21 ○ ○

22 ○ ○

23 ○ ○

24 ○

25

26 ○ ○

27 ○ ○

28 ○ ○

29 ○ ○

30 ○ ○

31 ○ ○

32 ○ ○

33 ○ ○

34 ○ ○

35 ○ ○

36 ○ ○

37 ○ ○

38 ○

39

備考 合計時間数 2 単位×３ ９ 週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） テス ト ・ プリ ン ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート ・ 実技テス ト
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

78 時間

卒業式式歌
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

期末考査

　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

実技試験 ギタ ー実技試験
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

ギタ ー、 合唱 合唱練習
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

季節の歌 ク リ ス マス ソ ン グ特集
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

世界の民族音楽について　 ギタ ー アジアの民族音楽等　 ギタ ーメ ロ ディ 練習
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

世界の歌 「 オーシャ ン リ ゼ」 その他
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

日本の心の歌 「 こ き り こ 」 「 谷茶前」 等
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

実技試験 歌唱実技テス ト
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

中間考査
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

合唱　 　 「 花は咲く 」 合唱
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

合唱 「 花は咲く 」 練習
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

　 　 　 〃　 　 　 「 天使にラ ブソ ング」 その他
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 〃　 　 　
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

期末考査
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

物語と 音楽の関わり 勧進帳　
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

　 　 　 〃　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〃　
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

さ ま ざま な時代のピ アノ 曲を き く ベート ーベン、 ショ パンのピ アノ 作品の違いを 知る
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

期末考査
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

オーケス ト ラ の魅力を 知ろ う オーケス ト ラ の楽器と 曲に親し む
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

イ タ リ ア語の歌 Caro mi o ben
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

ド イ ツ 語の歌 野ばら
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

世界の歌に親し む 東欧、 ロ シアの歌の旅
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

　 　 　 〃　 　 　 イ タ リ ア民謡
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

実技試験 校歌実技テス ト
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

季節の歌（ 七夕） 「 星に願いを 」 、 Ｃ Ｄ 鑑賞「 惑星」
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

英語の歌 「 ド レ ミ の歌」 「 エーデルワ イ ス 」 等
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

中間考査
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

日本歌曲 「 浜辺の歌」
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

四季の歌 「 夏の思い出」
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

歌声を 響かせよ う 校歌、 発声、 教科書のＪ ポッ プなど を 歌う
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

日本歌曲 教科書の親し みやすい歌を 歌う
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

オリ エン テーショ ン 校歌、 発声、 教科書のＪ ポッ プなど を 歌う
出席状況、 　 授業への取り 組み、 　 実技テス ト 、 　 提
出物

教科書副教材 音楽Ⅰ　 Tut t i ＋

学
習
目
標

音楽の幅広い活動を 通し て、 音楽を 愛好する 心情を 育て、 創造的な表現や鑑賞の能力を 伸ばす。

表現の為に必要な楽典、 文化的、 歴史的な背景等を 身につける 。
知識、 技能を 生かし ながら 、 自己のイ メ ージを 持っ て音楽表現を 創意工夫する 。

主体的、 協同的に音楽活動に取り 組む。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

芸術 音楽Ⅰ 選択必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇 〇

2 〇 〇 〇

3 〇 〇 〇

4 〇 〇 〇

5 〇 〇 〇

6 〇 〇 〇

7 〇

8

9 〇 〇 〇

10 〇 〇 〇

11 〇 〇 〇

12 〇 〇 〇

13 〇 〇 〇

14 〇 〇 〇

15

16 〇 〇 〇

17 〇 〇 〇

18 〇 〇 〇

19 〇 〇 〇

20 〇 〇 〇

21 〇 〇 〇

22 〇 〇 〇

23 〇 〇 〇

24 〇 〇 〇

25 〇 〇 〇

26 〇 〇 〇

27 〇 〇 〇

28

29 〇 〇 〇

30 〇 〇 〇

31 〇 〇 〇

32 〇 〇 〇

33 〇 〇 〇

34 〇 〇 〇

35 〇 〇 〇

36 〇 〇 〇

37 〇 〇 〇

38 〇

39

備考 合計時間数 2 単位×３ ９ 週 78 時間

（ 年度末考査）

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） 基礎的な技能を 使っ ての作品制作（ 思考・ 判断・ 表現） アイ ディ アス ケッ チ、 ワ ーク シート 、 応用的な技能を使っての作品制作
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート ・ 制作姿勢

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

　 　 　 〃 表面処理 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）　 　 　 〃 鑑賞およ び講評 鑑賞を 通し て他者の作品の良さ を 感じ 取る （ ウ 主体的
に学習に取り 組む態度）

　 　 　 〃 木彫加工 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）　 　 　 〃 表面処理 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）

　 　 　 〃 木彫加工 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）　 　 　 〃 木彫加工 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）

　 　 　 〃 木彫加工 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）　 　 　 〃 木彫加工 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）

　 　 　 〃 木彫加工 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）　 　 　 〃 木彫加工 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）

　 　 　 〃 木彫加工 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）（ 中間考査）

　 　 　 〃 木彫加工 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）　 　 　 〃 木彫加工 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）

　 　 　 〃 イ メ ージデッ サン およ びエス キース 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）　 　 　 〃 道具の取り 扱い方 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）

　 　 　 〃 鑑賞およ び講評 鑑賞を 通し て他者の作品の良さ を 感じ 取る （ ウ 主体的
に学習に取り 組む態度）

「 立体的な表現」 木彫制作 意図に応じ て用具を 使い分ける （ ア知識・ 技能） 造形
的な美し さ を 感じ 取り 、 表現を 深める （ イ 思考・ 判
断・ 表現）

　 　 　 〃 絵画制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）　 　 　 〃 絵画制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）

　 　 　 〃 絵画制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）　 　 　 〃 絵画制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）

（ 期末考査）

　 　 　 〃 絵画制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）

　 　 　 〃 絵画制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）　 　 　 〃 絵画制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）

　 　 　 〃 絵画制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）　 　 　 〃 絵画制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）

「 絵画表現」 色彩の学習、 デッ サン、 彩色 主体的に取り 組も う と し ている か（ ウ 主体的に学習に
取り 組む態度）

　 　 　 〃 絵画制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）

　 　 　 〃 　 　 　 〃

　 　 　 〃 鑑賞およ び講評 鑑賞を 通し て他者の作品の良さ を 感じ 取る （ ウ 主体的
に学習に取り 組む態度）

（ 中間考査）

　 　 　 〃 動き や構図を 考えて表現する 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）　 　 　 〃 　 　 　 〃 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）

「 明度」 の学習 鉛筆によ る 明暗の６ 段階ｸﾞ ﾗﾃ゙ ｼーｮﾝ制作 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）「 鉛筆デッ サン」 ( 手） 鉛筆デッ サン 正確な形をと り 、 描写する （ ア知識・ 技能）
造形的な美し さ を感じ 取り 、 表現を深める （ イ 思考・
判断・ 表現）

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

オリ エン テーショ ン 年間計画、 授業の留意点について 主体的に取り 組も う と し ている か（ ウ 主体的に学習に
取り 組む態度）

教科書副教材 高校生の美術Ⅰ（ 日本文教出版）

学
習
目
標

〇意図に応じ て用具の特性を 生かし て使い分ける （ ア知識・ 技能）

〇感性や想像力を 働かせて構図を 工夫し 、 造形的な美し さ を 表現する （ イ 思考・ 判断・ 表現）

〇主体的な制作に取り 組み、 鑑賞を 通し て他者の作品の良さ を 感じ 取る （ ウ 主体的に学習に取り 組む態度）

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和８ 年度） 東京都立桐ヶ 丘高等学校

芸術 美術Ⅰ 必修選択 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 ○

2 ○ ○

3 ○ ○

4 ○ ○

5 ○ ○

6 ○ ○

7

8 ○ ○

9 ○ ○

10 ○ ○

11 ○ ○

12 ○ ○

13

14

15 ○ ○

16 ○ ○

17 ○

18 ○ ○

19 ○ ○

20 ○ ○

21 ○ ○

22 ○ ○

23 ○ ○

24 ○ ○

25

26 ○ ○ ○

27 ○ ○

28 ○ ○

29 ○ ○

30 ○ ○

31 ○ ○ ○

32 ○ ○

33 ○ ○

34 ○ ○

35 ○ ○ ○

36 ○ ○

37 ○ ○

38 ○ ○

39

備考 合計時間数 2 単位×３ ９ 週 78 時間

年度末考査

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

〃 酸処理、 表盛り 、 焼成
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 鑑賞及び講評、 ま と め
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

自由制作 アイ ディ アス ケッ チ、 裏引き
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 酸処理、 表盛り 、 焼成
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 酸処理、 表盛り 、 焼成
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 鑑賞及び講評
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

応用の制作 アイ ディ アス ケッ チ、 裏引き
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 酸処理、 表盛り 、 焼成
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 酸処理、 表盛り 、 焼成
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 鑑賞及び講評
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

基本の制作 酸処理、 表盛り 、 焼成
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 酸処理、 表盛り 、 焼成
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

中間考査

七宝焼き によ る 製作 アイ ディ アス ケッ チ、 裏引き
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 〃
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 仕上げ作業、 鑑賞及び講評
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 〃
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 紙ヤス リ で磨く （ 600番→800番→1000番→2000番）
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 〃
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 紙ヤス リ で磨く （ 80番→150番→240番→400番）
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 鋳造作業
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 棒ヤス リ で形を 整える
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

鋳造によ る ペ－パ－ウ エイ ト の製作 ニク ロ ム カッ タ －の使い方
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 発砲ス チロ －ルで形を 作る
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

期末考査

文化祭について 文化祭展示・ 鑑賞について
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 オイ ル塗布
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 仕上げ作業、 鑑賞、 評価
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 紙ヤス リ で磨く （ 80番→150番→240番→400番）
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 紙ヤス リ で磨く （ 600番→800番→1000番）
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

中間考査

〃 削り
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 〃
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 〃
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 アイ ディ アス ケッ チ、 鋸で形を 切り 出す
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

〃 切り 出し 、 削り 出し
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

オリ エン テ－ショ ン 工芸を 学習する 意義について
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

木材によ る 調理用ヘラ 材料について、 アイ デアス ケッ チ
・ 授業の取り 組み， 出席状況
・ 作品の創意工夫　 ・ 課題作品など の提出物

教科書副教材 工芸Ⅰ

学
習
目
標

計画的にも のつく り を 行う 態度を 身に付ける 。
材料や用具の取扱い方を 理解さ せ、 効果的に使用する 。
用途や機能について構想する 能力を 養う と と も に、 作品の良さ を 味わう 心情を 育てる 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

芸術 工芸Ⅰ 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 ○ ○

2 ○ ○

3 ○ ○

4 ○ ○

5 ○ ○

6

7 ○ ○

8 ○ ○

9 ○ ○

10 ○ ○

11 ○ ○

12 ○ ○

13

14 ○ ○

15 ○ ○

16 ○ ○

17 ○ ○

18 ○ ○

19 ○ ○

20 ○ ○

21 ○ ○

22 ○ ○

23

24 ○ ○

25 ○ ○

26 ○ ○

27 ○ ○

28 ○ ○

29 ○ ○

30 ○ ○

31 ○ ○

32 ○ ○

33 ○ ○

34 ○ ○

35 ○ ○

36 ○ ○

37 ○ ○

38 ○ ○

39

備考 合計時間数 2 単位×３ ９ 週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

78 時間

〃 意図に応じ た表現　 構成の工夫
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

期末考査

〃 意図に応じ た表現　 構成の工夫
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 意図に応じ た表現　 構成の工夫
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 意図に応じ た表現　 構成の工夫
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 意図に応じ た表現　 構成の工夫
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 意図に応じ た表現　 構成の工夫
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 意図に応じ た表現　 構成の工夫
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 漢字仮名交じ り の書の表現と 鑑賞
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 全体構成の工夫　 相互批評
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 〃
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

漢字仮名交じ り の書の学習 意図に応じ た表現　 古典に学ぶ
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 変体仮名　 連綿
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 蓬莱切の鑑賞と 臨書
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

く ら し の中の書　 毛筆 年賀状ま たは寒中見舞いと 宛名を 書く
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

仮名の書の学習 成立、 種類について　 筆遣い　 平仮名
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

く ら し の中の書　 毛筆 年賀状ま たは寒中見舞いと 宛名を 書く
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

中間考査
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 〃
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 伝統的な書式を 生かし て手紙を 書く
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 〃
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

く ら し の中の書　 硬筆 楷行書タ テヨ コ 書き ・ 掲示物を 書く
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

漢字の書の学習　 創作 楷行書と 篆隷草書を 組み合わせた作品制作
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 〃
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

漢字の書の学習　 隷書 隷書の特徴　 曹全碑の鑑賞と 臨書
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

漢字の書の学習　 草書 草書の特徴　 真草千字文の鑑賞と 臨書
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 〃
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

期末考査
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

漢字の書の学習　 篆書 篆書（ 小篆） の特徴　 泰山刻石の鑑賞と 臨書
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 篆刻　 姓名印を 刻す
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 蘭亭序の鑑賞と 臨書
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 風信帖の鑑賞と 臨書
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

中間考査
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

漢字の書の学習　 行書 行書の特徴
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 孔子廟堂碑の鑑賞と 臨書
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 雁塔聖教序の鑑賞と 臨書
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

漢字の書の学習　 楷書 書体の変遷　 楷書の特徴
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

〃 九成宮醴泉銘の鑑賞と 臨書
・ 授業態度、 出席状況
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

オリ エン テ－ショ ン 書写から 書道へ　 文房四宝について　 書の意義について
・ 提出物（ 課題作品、 ワ ーク シート ）
・ 学習記録の記入状況
・ 出席状況

教科書副教材 書Ⅰ

学
習
目
標

書道の幅広い活動を 通し て、 生涯にわたり 書を 愛好する 心情を 育てる と と も に、 感性を 高め、 書写能力の向上を 図り 、 表現と
鑑賞の基礎的な能力を 伸ばし 、 書の伝統と 文化についての理解を 深める 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

芸術 書道Ⅰ 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 ○

2 〇

3 ○

4 ○

5 ○

6 ○ ○

7 ○ ○

8

9 ○

10 ○

11 ○ ○

12 ○ ○

13 ○

14 ○

15 ○ ○

16 ○ ○

17 ○ ○

18

19 ○

20 ○

21 ○ ○

22 ○ ○

23 ○

24 ○

25 ○ ○

26 ○ ○

27 ○ ○

28

29 ○

30 ○

31 ○ ○

32 ○ ○

33 ○

34 ○

35 ○ ○

36 ○ ○

37 ○ ○

38 ○ ○

39

備考 合計時間数 2 単位×39週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ペーパーテス ト ・ ハン ド アウ ト
（ 主体的に学習に取り 組む態度） ハン ド アウ ト

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

78 時間

一年間のま と め
一年間の学習の復習
既習文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

年度末考査

Lesson 7 A Di ar y of  Hope 目標文法を活用し た言語活動
情報や考えなど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し たり し よ う と す

る 。 ま た、 他者へ配慮し ながら 、 コ ミ ュ ニケ ーショ ン を 図り 、 表現し よ う と し て

いる 。

Lesson 6 と  Lesson 7 のま と め
Lesson 6 と  Lesson 7の復習
既習文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

Lesson 7 A Di ar y of  Hope
自分に影響を 与えた人物について、 英語で紹介する こ と が
でき る 。 目標文法： 比較表現 言語の働き や役割など を 理解し 、 外国語の音声、 語

彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。
Lesson 7 A Di ar y of  Hope

自分に影響を 与えた人物について、 英語で紹介する こ と が
でき る 。 目標文法： 比較表現

Lesson 7 A Di ar y of  Hope
目標文法のま と め
目標文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

Lesson 6 A Funny Pi ct gur e f r om t he
Edo Per i od

目標文法のま と め
目標文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

Lesson 6 A Funny Pi ct gur e f r om t he
Edo Per i od

目標文法を活用し た言語活動
情報や考えなど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し たり し よ う と す

る 。 ま た、 他者へ配慮し ながら 、 コ ミ ュ ニケ ーショ ン を 図り 、 表現し よ う と し て

いる 。

後期中間考査

Lesson 6 A Funny Pi ct gur e f r om t he
Edo Per i od

好き な絵について、 英語で伝える こ と ができ る 。
目標文法： 受け身 言語の働き や役割など を 理解し 、 外国語の音声、 語

彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。Lesson 6 A Funny Pi ct gur e f r om t he
Edo Per i od

好き な絵について、 英語で伝える こ と ができ る 。
目標文法： 受け身

Lesson 5 A Dr eam Engi ne 目標文法を活用し た言語活動
情報や考えなど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し たり し よ う と す

る 。 ま た、 他者へ配慮し ながら 、 コ ミ ュ ニケ ーショ ン を 図り 、 表現し よ う と し て

いる 。

Lesson 4 と  Lesson 5 のま と め
Lesson 4 と  Lesson 5の復習
既習文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

Lesson 5 A Dr eam Engi ne
将来の夢について、 英語で伝える こ と ができ る 。
目標文法： 動名詞 言語の働き や役割など を 理解し 、 外国語の音声、 語

彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。
Lesson 5 A Dr eam Engi ne

将来の夢について、 英語で伝える こ と ができ る 。
目標文法： 動名詞

Lesson 5 A Dr eam Engi ne
目標文法のま と め
目標文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

Lesson 4 A Mi racl e Mi r r or
目標文法のま と め
目標文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

Lesson 4 A Mi racl e Mi r r or 目標文法を活用し た言語活動
情報や考えなど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し たり し よ う と す

る 。 ま た、 他者へ配慮し ながら 、 コ ミ ュ ニケ ーショ ン を 図り 、 表現し よ う と し て

いる 。

前期期末考査

Lesson 4 A Mi racl e Mi r r or
行っ てみたい場所について、 英語で伝える こ と ができ る 。
目標文法： t o不定詞 言語の働き や役割など を 理解し 、 外国語の音声、 語

彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。
Lesson 4 A Mi racl e Mi r r or

行っ てみたい場所について、 英語で伝える こ と ができ る 。
目標文法： t o不定詞

Lesson 3 Li f e wi t h Spade 目標文法を活用し た言語活動
情報や考えなど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し たり し よ う と す

る 。 ま た、 他者へ配慮し ながら 、 コ ミ ュ ニケ ーショ ン を 図り 、 表現し よ う と し て

いる 。

Lesson 2 と  Lesson 3 のま と め
Lesson 2 と  Lesson 3の復習
既習文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

Lesson 3 Li f e wi t h Spade
出かける 予定の場所について、 英語で伝える こ と ができ
る 。 目標文法： 助動詞 言語の働き や役割など を 理解し 、 外国語の音声、 語

彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。
Lesson 3 Li f e wi t h Spade

出かける 予定の場所について、 英語で伝える こ と ができ
る 。 目標文法： 助動詞

Lesson 3 Li f e wi t h Spade
目標文法のま と め
目標文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

Lesson 2 Aust ral i a' s Cut e Quokkas
目標文法のま と め
目標文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

Lesson 2 Aust ral i a' s Cut e Quokkas 目標文法を活用し た言語活動
情報や考えなど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し たり し よ う と す

る 。 ま た、 他者へ配慮し ながら 、 コ ミ ュ ニケ ーショ ン を 図り 、 表現し よ う と し て

いる 。

前期中間考査

Lesson 2 Aust ral i a' s Cut e Quokkas
好き な動物について、 英語で伝える こ と ができ る 。
目標文法： 現在進行形・ 過去進行形 言語の働き や役割など を 理解し 、 外国語の音声、 語

彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。
Lesson 2 Aust ral i a' s Cut e Quokkas

好き な動物について、 英語で伝える こ と ができ る 。
目標文法： 現在進行形・ 過去進行形

Lesson 1 Br eakf ast  around t he Wor l d
目標文法のま と め
目標文法を活用し た言語活動

外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。 ま た、 情報や考え な

ど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し よ う と する 。

Lesson 1 Br eakf ast  around t he Wor l d 目標文法を活用し た言語活動
情報や考えなど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し たり し よ う と す

る 。 ま た、 他者へ配慮し ながら 、 コ ミ ュ ニケ ーショ ン を 図り 、 表現し よ う と し て

いる 。

人称代名詞 人称代名詞

Lesson 1 Br eakf ast  around t he Wor l d
好き な食べ物について、 英語で伝える こ と ができ る 。
目標文法： 動詞の過去形 言語の働き や役割など を 理解し 、 外国語の音声、 語

彙・ 表現、 文法の知識を 身につけている 。
Lesson 1 Br eakf ast  around t he Wor l d

好き な食べ物について、 英語で伝える こ と ができ る 。
目標文法： 動詞の過去形

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

アルフ ァ ベッ ト ・ 英語の読み方 アルフ ァ ベッ ト ・ 英語の読み方
他者へ配慮し ながら コ ミ ュ ニケーショ ンを 図ろ う と し
ている 。 聞いたり 読んだり し たこ と を 活用し て、 自分
の意見や考えなど を 話し たり 書いたり し て表現し よ う
と し ている 。

Pre-Lesson 1,  2 be動詞、 一般動詞の使い方

教科書副教材 Al l  Aboard!  Engl i sh Communi cat i on Ⅰ

学
習
目
標

（ 知識技能） 外国語の学習を 通じ て、 言語の働き や役割など を 理解し 、 外国語の音声、 語彙・ 表現、 文法の知識を 身につける 。

（ 思考判断表現） 場面・ 目的・ 状況等に応じ て、 幅広い話題について、 情報や考えなど の概要・ 詳細・ 意図を 外国語で理解し たり 表現し たり する 。

（ 態度） 言語やその背景にあ る 文化を 尊重し 、 聞き 手・ 読み手・ 話し 手・ 書き 手に配慮し ながら コ ミ ュ ニケーショ ン を 図ろ う と する 。 ま た、 聞いたり 読
んだり し たこ と を 活用し て、 自分の意見や考えなど を 話し たり 書いたり し て表現し よ う と する 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和８ 年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

外国語 英語コ ミ ュ ニケーショ ンⅠ 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇

2 〇

3 〇 　

4 〇

5 〇

6 〇

7 〇 〇

8 〇

9 〇

10 〇

11 〇

12 〇

13 〇

14 〇

15 〇 〇

16 〇 〇

17 〇 〇

18 〇 〇

19 〇 〇

20 〇

21 〇

22 〇 　 　

23 〇 〇

24 〇 〇

25 〇 〇 〇

26 〇

27 〇

28 〇 〇

29 〇 〇

30 〇

31 〇

32 〇 〇

33 〇

34 〇

35 〇 　

36 〇 　

37 〇

38 〇

39 〇

備考 合計時間数 2 単位×３ ９ 週 78 時間

社会と かかわる 支えあう 暮ら し と は　 私たちの社会福祉
・ 社会福祉やイ ン ク ルージョ ン の意味・ 考え方や， 支えあう
社会づく り の重要性を 理解でき る 。

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを評価し 、 評定はこ れを総括する 。

高齢者と かかわる 高齢社会に生き る 私たちの暮ら し 　 高齢者の心身の変化
・ 現在の高齢社会， 高齢化の進む社会について統計な
ど よ り 理解する こ と ができ る 。

高齢者の生活　 豊かな高齢期を 迎える し く み ・ 高齢期に関する 制度について理解し ， 高齢社会を 社会全体
で支える し く みを 理解する こ と ができ る 。

子ど も と 遊び 子ど も の人間形成と 親の役割 ・ 遊びの意義と 形態を 理解し ， 遊びは子ど も の発達にと っ て
重要なも のである こ と を 理解する 。

すこ やかに育つ環境 子ど も の権利と 福祉
・ 家庭保育・ 集団保育の重要性を 理解し ， 子ど も がす
こ やかに育つための環境を 理解でき る 。

子ど も と かかわる 子ど も を 知る  から だと 心の発達
・ 誕生から 幼児期ま での子ど も のから だの発達につい
て理解する 。

 子ど も の生活習慣・ 健康管理・ 安全
・ 発達段階に応じ た子ど も の基本的生活習慣や社会的生活習
慣と その重要性について理解でき る 。

健康と 安全に配慮し た住ま いの管理
・ 日照・ 日射・ 採光・ 照明， など ， 健康的な住ま い環
境における 知識が身についている 。

ひと り 暮ら し の部屋探し ・ 生活環境、 不動産広告の見方、 部屋を 選ぶポイ ン ト を 理解
し 、 自分に合う 部屋の選択を する こ と ができ る 。

食品表示 ・ 食品の旬や品質表示の見方， 選択する 際のポイ ン ト がわか
り ， 食品を 適切に選択する こ と ができ る 。

住生活を つく る 人と 住ま いのかかわり  住空間の成り 立ちと 平面計画 ・ 平面図が読み取れる よ う になる 。

献立作成 こ れから の食生活を 考える
・ ラ イ フ ス テージと 栄養の関係， 献立作成時のポイ ン
ト を 理解でき る 。

調理実習③ ・ 調理に関する 基本的な「 切る 」 「 炒める 」 「 ゆでる 」 「 焼く 」 などの
調理技術を 身につけ， 実際に調理ができ る よ う になる

調理実習② ・ 調理に関する 基本的な「 切る 」 「 炒める 」 「 ゆでる 」 「 焼く 」 などの
調理技術を 身につけ， 実際に調理ができ る よ う になる

食事摂取基準と 食品群別摂取量のめやす
・ 食品群別摂取量を 理解し ， 何を ど れく ら い食べる の
かを 理解する こ と ができ る 。

調理実習① ・ 調理に関する 基本的な「 切る 」 「 炒める 」 「 ゆでる 」 「 焼く 」 などの
調理技術を 身につけ， 実際に調理ができ る よ う になる

食品を 選び、 保存する  食品の衛生と 安全
・ 食中毒の種類や予防法等について学び， 衛生的な調
理や食事管理ができ る よ う になる 。

食生活を つく る 私たちの食生活 食品の栄養素と から だの成分
・ 生活習慣病， 摂食障害， 月経異常など と 食生活がか
かわっ ている こ と を 理解でき る 。

五大栄養素 ・ ５ 大栄養素と 水についての人のから だの中での働
き ， ま た， 人のから だの成分についての基礎的知識を
習得でき る 。五大栄養素②  調理の基本

実習： 手縫い、 ミ シン の基礎縫い ・ 基礎的な縫い方を 理解する こ と ができ る 。

実習： 作品制作、 し し ゅ う
・ 基礎的な縫い方を 理解し 、 自分ら し い作品を 作る こ
と ができ る 。

実習： 作品制作、 し し ゅ う

衣生活の計画  衣服の手入れ
・ 衣服を 購入する 際の表示の見方， 洗濯する 際の表示
の見方がわかる 。

家庭での洗濯・ 保管 衣生活と 資源・ 環境 ・ 湿式洗濯・ 乾式洗濯などの洗濯の種類や， 洗剤のはたら き について理
解でき る 。 ・ 実験に積極的に参加し よ う と し ている 。

衣服の機能  衣服の素材 ・ 繊維の種類と 特徴と 用途が理解でき る 。

衣服素材の性能  繊維の改質・ 加工
・ ど のよ う な素材がど のよ う な性質を 持つのかわか
る 。

経済的に自立する 家計と 収入・ 支出
・ 家計管理の重要性を 理解でき る 。
・ 収入と 支出の種類と 特徴がわかる 。

貯蓄・ 負債と 現代の家計の特徴

衣生活を つく る 人と 衣服のかかわり ・ 衣服が持つ機能を 理解する こ と ができ る 。

職業と 家庭や地域での仕事 共に働く こ と と 生活時間
・ 現在の生活時間の状況を ふま え， 生活時間と 労働と
の関係について理解でき る 。

消費者と し て自立する 消費行動と 契約　 多様化する 販売方法と 問題商法 ・ 多様化する 販売方法の種類や内容について知識が身
についている 。
・ 問題商法の種類や対処法について知識が身について
いる 。
・ 問題商法の被害を 未然に防いだり ， 早期に解決する
ための方法について思考・ 判断ができ る 。

適切な 契約、 製品によ る 事故　 支払い方法の多様化と 消費者信用

消費者の権利と 責任　 私たちの生活と 環境問題

共に生き る 家族　 変化し ていく 家族 家庭と 家族の抱える 問題
・ 家族に関する 課題が生じ ており ， それに対する 社会
的支援があ る こ と を 理解でき る 。

家族に関する 法律の理念と 背景
・ 家族に関する 法律についての知識を 身につけてい
る 。

自分ら し い生き 方と 家族 オリ エン テーショ ン 　 自分を 見つめる ・ 各ラ イ フ ス テージご と の発達課題について理解し ， それぞれのラ イ フ イ ベン
ト と 関連さ せて理解する こ と ができ る 。
・ ４ つの自立について理解し ， 自分ら し さ は一人ひと り 異なる こ と を 理解でき
る 。生涯発達する 人生

こ れから の人生を デザイ ン する ・ 自分の適性について考える こ と ができ る 。

教科書副教材 「 図説家庭基礎] （ 実教出版） ・ 学習ノ ート （ 実教出版）

学
習
目
標

・ 人の一生を家族や生活の営みと のかかわり の中でと ら え， 家族や家庭生活のあり かた， 子ど も と 高齢者の生活と 福祉， 生活の自立のための衣食住や消
費生活・ 環境などの基礎的な知識・ 技術を身につける 。
・ 生活課題を主体的に解決し ， 生活の充実向上をはかる 力と 実践的な態度を身につける 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観

点 評価の観点（ 評価規準）

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

家庭科 家庭基礎 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

3 ○ ○ ○

4 ○ ○ ○

5 ○ ○

6 ○ ○

7 ○ ○ ○

8 ○ ○ ○

9 ○ ○ ○

10 ○ ○ ○

11 ○ ○ ○

12 ○ ○ ○

13 ○ ○ ○

14 ○ ○ ○

15 ○ ○

16 ○ ○

17 ○ ○ ○

18 ○ ○ ○

19 ○ ○ ○

20 ○ ○ ○

21 ○ ○ ○

22 ○ ○ ○

23 ○ ○ ○

24 ○ ○ ○

25 ○ ○ ○

26 ○ ○

27 ○ ○

28 ○ ○ ○

29 ○ ○ ○

30 ○ ○ ○

31 ○ ○ ○

32 ○ ○ ○

33 ○ ○ ○

34 ○ ○ ○

35 ○ ○

36 ○ ○

37 ○ ○

38 ○ ○

39 ○ ○ ○

備考 合計時間数 2 単位×３ ９ 週

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

78 時間

年度末考査 上記目標に向けて学習に取り 組んでいる

考査振り 返り こ こ ま での内容を 考査結果をも と に振り 返る 学修の取り 組み

プレ ゼン テーショ ン 準備 プレ ゼンテーショ ン に向けてPowerPoi ntによ る 資料作り PowerPoi nt の様々な機能を 効果的に使い、 資料を 完成さ せる 。

プレ ゼン テーショ ン 発表 作成し た資料を 用いて、 聞き 手が興味を も つよ う な発表ができ る 。

情報通信ネッ ト ワ ーク と データ の活用 データ ベース 、 PowerPoi nt演習
・ 情報シス テム は扱う データ に応じ たデータ モデルを 使う こ と を 理解する こ と が

でき る 。

・ データ はデータ ベース によ っ てさ さ えら れている こ と を 理解する こ と ができ

コ ン ピ ュ ータ と プロ グラ ミ ング
情報通信ネッ ト ワ ーク と データ の活用

こ こ ま での復習 上記目標に向けて学習に取り 組んでいる

情報通信ネッ ト ワ ーク と データ の活用 情報セキュ リ ティ の方法、 PowerPoi nt演習
・ 情報セキュ リ ティ など に配慮し て、 イ ン タ ーネッ ト や情報機器を 使う こ と がで

き る 。

・ 開発さ れた技術のし く みと 必要性を 理解する こ と ができ る 。

情報通信ネッ ト ワ ーク と データ の活用 情報シス テム 、 PowerPoi nt演習
・ いろ いろ な情報を 利用し て日常の生活に役立てている こ と を 理解する こ と がで

き る 。

・ 情報通信ネッ ト ワ ーク によ り 便利で使いやすく なる 理解する こ と ができ る 。

情報通信ネッ ト ワ ーク と データ の活用 情報を 送受信する し く み、 PowerPoi nt演習
・ 機器の構成や役割を 学び、 適切なネッ ト ワ ーク 接続を 理解する こ と ができ る 。

・ さ ま ざま な情報通信ネッ ト ワ ーク の中から 、 利用・ 管理方法を 理解する こ と が

でき る 。

情報通信ネッ ト ワ ーク と データ の活用 イ ン タ ーネッ ト 上のサービ ス のし く み、 PowerPoi nt 演習
・ イ ン タ ーネッ ト のし く みを 理解し サービ ス を 安全かつ効率的に活用する こ と が

でき る 。

・ 目的や状況に応じ てイ ン タ ーネッ ト における 必要なサービ ス を 利用する こ と が

考査振り 返り こ こ ま での内容を 考査結果をも と に振り 返る 学修の取り 組み

コ ン ピ ュ ータ と プロ グラ ミ ング アルゴ リ ズム の工夫、 PowerPoi nt演習
・ アルゴ リ ズム を 工夫すれば効率のよ いプロ グラ ム になる こ と を 理解する こ と が

でき る 。

・ アルゴ リ ズム の弱点を 発見し 修正し てよ り よ いプロ グ ラ ム にする こ と ができ

コ ミ ュ ニケーショ ン と 情報デザイ ン
コ ン ピ ュ ータ と プロ グラ ミ ング

中間考査前の復習 上記目標に向けて学習に取り 組んでいる

中間考査 上記目標に向けて学習に取り 組んでいる

コ ン ピ ュ ータ と プロ グラ ミ ング コ ン ピ ュ ータ と シミ ュ レ ーショ ン、 Excel 演習
・ 身のま わり で、 さ ま ざま なシミ ュ レ ーショ ン が利用さ れている こ と を 知る 。

・ 表計算ソ フ ト ウ ェ ア を 活用し 、 シミ ュ レ ーショ ン を 行う こ と ができ る 。

コ ン ピ ュ ータ と プロ グラ ミ ング アルゴ リ ズム 、 Excel 演習
・ 処理の手順を フ ロ ーチャ ート であら わすこ と ができ る 。

・ 簡単なアルゴ リ ズム を プロ グラ ミ ン グ言語など であら わし 、 コ ン ピ ュ ータ に実

行さ せる こ と ができ る 。

コ ン ピ ュ ータ と プロ グラ ミ ング さ ま ざま なデータ をコ ン ピ ュ ータ で扱う 、 Excel 演習
・ コ ン ピ ュ ータ 内のあ ら ゆる データ がど のよ う な形で取り 込ま れる のか理解する

こ と ができ る 。

・ デジタ ル化によ っ てど のよ う な利点が生ま れる のか理解する こ と ができ る 。

コ ン ピ ュ ータ と プロ グラ ミ ング モデルと モデル化、 Excel 演習
・ さ ま ざま なモデルが利用さ れている こ と を 知る 。

・ 知り たい内容によ っ て、 適切なモデルを 選ぶこ と ができ る 。

コ ン ピ ュ ータ と プロ グラ ミ ング コ ン ピ ュ ータ の数、 Excel 演習
・ コ ン ピ ュ ータ が用いる ２ 進法の性質と 表現方法を 理解する こ と ができ る 。

・ コ ン ピ ュ ータ の計算において誤差が発生する 原因を 理解する こ と ができ る 。

コ ン ピ ュ ータ と プロ グラ ミ ング コ ン ピ ュ ータ の働く し く み、 Excel 演習
・ コ ン ピ ュ ータ の構成を 理解し 、 動作の概要を 説明する こ と ができ る 。

・ コ ン ピ ュ ータ が計算を おこ なう し く みを 理解し 、 簡単な論理回路の基本的な動

作を 読むこ と ができ る 。

コ ミ ュ ニケーショ ン と 情報デザイ ン 効果的な表現、 Word演習
・ さ ま ざま な視覚効果の特徴を 理解し 、 目的に応じ た施策発信手段を 身につけ

る 。

・ 身近なソ フ ト ウ ェ ア を 活用し 、 ど のよ う な効果があら われる か実践でき る 。

コ ミ ュ ニケーショ ン と 情報デザイ ン 情報デザイ ン の実践、 Excel 演習
・ 制作過程を 通じ て、 さ ま ざ ま な要素から デザイ ン や製品ができ あがる こ と を 理

解する 。

・ 多く の人が活用する デザイ ン と は何か考える こ と ができ る 。

期末考査 上記目標に向けて学習に取り 組んでいる

考査振り 返り こ こ ま での内容を 考査結果をも と に振り 返る 学修の取り 組み

コ ミ ュ ニケーショ ン と 情報デザイ ン わかり やすい表現、 Word演習
・ レ イ アウ ト の基本を おさ え、 見やすく 表現する ための工夫を 考える こ と ができ

る 。

・ 与えら れた情報に対し 、 その特徴を と ら え視覚的に表現する こ と ができ る 。

情報社会の問題解決
コ ミ ュ ニケーショ ン と 情報デザイ ン

期末考査前の復習 上記目標に向けて学習に取り 組んでいる

コ ミ ュ ニケーショ ン と 情報デザイ ン コ ミ ュ ニケーショ ン手段と 表現メ ディ ア、 Word演習
・ メ ディ アと コ ミ ュ ニケーショ ン 手段の関係を 理解する こ と ができ る 。

・ 目的や状況に応じ てメ ディ アと コ ミ ュ ニケ ーショ ン 手段を 選択する こ と ができ

る 。

コ ミ ュ ニケーショ ン と 情報デザイ ン 情報デザイ ン と は、 Word演習
・ 情報デザイ ン が人や社会にはたし ている 役割を 理解する こ と ができ る 。

・ 身近なも のやサービ ス を 情報デザイ ン 視点でと ら え、 評価する こ と ができ る 。

情報社会の問題解決 情報技術の未来と 生活、 Word演習
・ AI の現在と 未来について学習し 、 将来予想さ れる 生活の変化につて考える 。

・ 情報技術の進歩によ り 、 実現が難し いと さ れていた事柄の解決策について理解

する 。

コ ミ ュ ニケーショ ン と 情報デザイ ン コ ミ ュ ニケーショ ン、 Word演習
・ 情報技術の発達でコ ミ ュ ニケーショ ン 手段が変化し たこ と を 理解する こ と がで

き る 。

・ いろ いろ なコ ミ ュ ニケーショ ン 手段を 適切に選択でき る 。

情報社会の問題解決 情報に関する 法規や制度
・ 法規や制度を 遵守する こ と の重要性を 理解する こ と ができ る 。

・ 情報に関する 法規や制度に適切に対応する 力を 身につける こ と ができ る 。

情報社会の問題解決 情報技術と 生活の変化、 Word演習
・ 情報技術が人や社会にはたす役割と およ ぼす影響について理解する こ と ができ

る 。

・ 情報技術がも たら し た望ま し く ない点について考える こ と ができ る 。

中間考査 上記目標に向けて学習に取り 組んでいる

考査振り 返り こ こ ま での内容を 考査結果をも と に振り 返る 学修の取り 組み

情報社会の問題解決 情報モラ ル、 タ イ ピ ング練習
・ 適切な情報発信と は何か、 自ら 判断でき る 。

・ 情報機器の適切な利用方法と は何か、 時と 場所など を 考えて使う こ と ができ

る 。

情報社会の問題解決 中間考査前の復習 上記目標に向けて学習に取り 組んでいる

情報社会の問題解決 情報の検索と 活用、 タ イ ピ ン グ練習
・ ネッ ト 上の情報検索について学習し 、 すばやく 正確に目的の情報を 収集でき

る 。

・ 情報技術を 活用し たサービ ス の利点と 注意点について正し く 理解する こ と がで

情報社会の問題解決 情報セキュ リ ティ の重要性、 タ イ ピ ン グ練習
・ 機密性・ 完全性・ 可用性の重要性を 理解する 。

・ 技術的な対策だけでなく 、 組織や個人がおこ なう べき 対策を 理解する こ と がで

き る 。

週 学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容
評価の観点

評価の観点（ 評価規準）

情報社会の問題解決 情報と メ ディ ア、 文字入力の練習
・ 情報と その役割を 理解し 、 メ ディ ア によ る 情報の伝達を その特性に応じ て活用

でき る 。

・ 情報やメ ディ ア の正し い活用について理解し 、 責任と 節度ある 行動ができ る 。

教科書副教材 情報Ⅰ（ 第一学習社） 　 担当者独自プリ ント

学
習
目
標

（ 知） 情報と 情報技術及びこ れら を 活用し て問題を 発見・ 解決する 方法について理解を 深め技能を 習得する と と も に、 情報社会と 人と の関わり について
の理解を 深める よ う にする 。

（ 思） 様々な事象を 情報と その結び付き と 捉え、 問題の発見・ 解決に向けて情報と 情報技術を 適切かつ効果的に活用する 力を 養う 。

（ 態） 情報と 情報技術を 適切に活用する と と も に、 情報社会に主体的に参画する 態度を 養う 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和８ 年度） 東京都立桐ヶ 丘高校

情報 情報Ⅰ 必履修 2



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 〇 〇

2 〇 〇

3 〇 〇

4 〇

5 〇

6 〇 〇

7 〇 〇

8 〇

9 〇

10 〇 〇

11 〇 〇

12 〇 〇

13 ○

14 ○

15 〇 〇

16 〇 〇

17 〇 〇

18 〇 〇

19 〇 〇

20 〇 〇

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

備考

地域ボラ ンティ アⅡ
聴覚障がい者が日常でど のよ う に苦労し ている かを学
び、 聴覚障がい者に対し てどのよ う な手助けや関わり
が持てる のかを 、 主体的に考える こ と ができ る 。

視覚障がい者について学び疑似体験する こ と で、 視覚
障がい者に対し てど のよ う な手助けや関わり が持てる
のかを、 主体的に考える こ と ができ る 。

Ｄ Ｖ Ｄ 「 ベルナのし っぽ」 から 、
視覚障がいについて考える

地域ボラ ンティ アⅠ

合計時間数 2 ２ 単位（ 半期） ×２ ０ 週 40 時間

地域ボラ ンティ ア入門
地域密着型のボラ ン ティ ア 活動の様子や参加方法に関する 講演会を
聞き 、 ボラ ン ティ ア への興味・ 関心を 高める

点字の基礎を学ぶ

地域ボラ ンティ アⅢ
視覚障がい者が使用する 点字の歴史や成り 立ちを 知ろ
う と し ている 。 ま た絵本を 点訳する こ と で、 点字作成
が人々の役に立っている こ と を認識でき ている 。

国際協力ボラ ンティ アⅠ Ｊ Ｉ Ｃ Ａ （ 青年海外協力隊） 講演会
海外でのボラ ンティ ア活動を知り 、 自己と 世界がどの
よ う な関わり が持てる のかを考えている 。

講演会

Ｄ Ｖ Ｄ 「 君の手がさ さ やいている 」 から 、
聴覚障がいについて考える

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ワ ーク シート ・ 体験活動内容　 　 　 （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ 体験活動内容
（ 主体的に学習に取り 組む態度） ワ ーク シート ・ 体験活動内容・ 振り 返り シート

東京都立桐ヶ 丘高校

学校が存在する 地域における 情報・ 環境等を 認識し 、
自分が地域に貢献でき る こ と を考えている 。

１ 年次ボラ ンティ ア　 ま と め 振り 返り シート によ る 自己評価

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和８ 年度）

総合的な探究の時間 ボラ ンティ ア 本校指定

学
習
目
標

小グループに分かれて手話の初歩を体験・ 交流

オリ エンテーショ ン
授業概要の説明。
Pr oj ect X「 よ みがえれ日本海」 から ボラ ン ティ ア を 考える

講演会

週

後期2単位（ 通年1単位）

評価の観
点 評価の観点（ 評価規準）

ボラ ンティ ア活動に関する Ｄ Ｖ Ｄ 鑑賞から 、 自分と 社
会のつながり を 考えている 。

人間と し ての在り 方生き 方に関する 教科「 人間と 社会」 改訂版教科書教科書副教材

学　 習　 単　 元 学　 習　 内　 容

( 1)  探究の過程において， 課題の発見と 解決に必要な知識及び技能を身に付け， 課題に関わる 概念を 形成し ， 探究の意義や価値を 理解する よ う にする 。

( 2)  実社会や実生活と 自己と の関わり から 問いを 見いだし ， 自分で課題を 立て， 情報を 集め， 整理・ 分析し て， ま と め・ 表現する こ と ができ る よ う にする 。

( 3)  探究に主体的・ 協働的に取り 組むと と も に， 互いのよ さ を 生かし ながら ， 新たな価値を 創造し ， よ り よ い社会を 実現し よ う と する 態度を養う 。

点字によ る 交流＆点字絵本作成

人間と 社会 人間関係を 築く こ と や学ぶこ と の意義を 考える 。

アイ マス ク ＆ガイ ド ヘルプ体験・ 交流

１ 年間の学習活動を 振り 返る こ と で、 自己と 社会のつながり
を 意識し 、 今後の課題を 考察し ている 。

こ れから 何を大切にし て、 どのよ う に生き る かを 考え
たり 、 自分の生活にどのよ う に生かすかを考えら れて
いる 。

※評価は、 生徒にど のよ う な資質・ 能力が身に付いたかを文章で記述する 。



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

6 ○

7 ○

8 ○

9 ○

10 ○

11 ○

12 ○

13 ○

14 ○

15 ○

16 ○

17 ○

18 ○

19 ○

20 ○

21 ○

22 ○

23 ○

24 ○

25 ○

26 ○

27 ○

28 ○ ○

29 ○

30 ○

31 ○

32 ○

33 ○

34 ○ ○

35 ○ ○

36 ○ ○

37 ○

38 ○ ○

39 ○ ○

備考 合計時間数 1 単位×３ ９ 週

伝統芸能を学ぶ　 講義・ 調査 伝統芸能と 呼ばれる も のの1つを 選び、 調べる 。 ま た、 調べ
た結果、 分かったこ と を 自分の言葉でま と める 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

地域の学校・ 企業を 学ぶ　 ま と め 学校の周辺にある 企業のいく つかを取り 上げ、 なぜ北区に
設置し たのか等を 含めて自分の考えを 持つ

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

未来の自分デザイ ン 　 講義 こ れま での人生や学校生活を振り 返り 、 自分の強み、 弱
み、 目標や課題について分析する 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

社会課題を考える 　 ま と め 社会課題の解決に向けて、 自分ができ る こ と 、 地域ができ
る こ と 等、 主体を 変えて取り 組める 活動を 考える 。

東京都立桐ヶ 丘高校

１ 年間のふり 返り 1年間のふり 返り を し 、 次年度に活かせる 部分を 探す。

発表を行い、 ふり 返り を 行う 。

調査・ 研究基礎④

旅行先を調査し よ う ⑥　 発表

旅行先を調査し よ う ⑤　 発表

資料作成・ 発表・ プレ ゼン 基礎④

評
価
方
法

（ 知識・ 技能） ペーパーテス ト （ 思考・ 判断・ 表現） ワ ーク シート ・ レ ポート
（ 主体的に学習に取り 組む態度） 振り 返り シート ・ ワ ーク シート

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

人権Ⅱ　 ま と め

人権Ⅱ　 調査

旅行先を 調査し よ う ①　 オリ エン テー
ショ ン

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

パワ ーポイ ン ト での資料の作成について学ぶ

資料作成・ 発表・ プレ ゼン 基礎①

旅行先を 調査し よ う ②　 調査・ 研究 各自テーマに沿って、 調査・ 研究をする 。

Ｗｏ ｒ ｄ やＥ ｘ ｃ ｅ ｌ など のソ フ ト ウ ェ アの活用について
考える

資料作成・ 発表・ プレ ゼン 基礎②

旅行先を ど のよ う なテーマで調査・ 研究する のかを皆で共
有する 。

資料作成・ 発表・ プレ ゼン 基礎③ 発表原稿や発表する 際に心掛ける マナーについて学ぶ。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

調査をし 、 現状把握から 考えれれる 課題解決方法を各自考
える 。

調査結果をま と め、 全体で発表し 、 内容を 共有する 。

今ま で学んだこ と を 活かし て、 実践し てみる 。

旅行先を 調査し よ う ④　 調査・ 研究 各自テーマに沿って、 調査・ 研究をする 。

旅行先を 調査し よ う ③　 調査・ 研究

人権Ⅱ　 講義 修学旅行先周辺にある 人権に関する 課題について知る 。

各自テーマに沿っ て、 調査・ 研究を する 。

調査し たも のを整理し 、 新たな論点等を見つける 練習を す
る 。

調査・ 研究基礎②

調査・ 研究基礎①

地域交流の日に向けた準備④

調査・ 研究結果を も と に、 発表資料を 作成し 、 発表練習を
する 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

調査・ 研究基礎③

河川及び河川敷を 掃除する こ と で何が得ら れる か。 ま た、
掃除をする こ と で、 何に貢献でき る か。

地域交流の日の事後学習 体験し たこ と を ふり 返り 、 日常ではど のよ う なこ と ができ
る かを考える 。

テーマ、 論点を決める にはど う すればよ いかを 考え、 自分
なり の答えを みつける 。

文献の活用の仕方を 学ぶ。 ま た、 イ ン タ ーネッ ト の有効活
用の仕方を考える 。

河川のでき 方や河川にて起こ り う る 事柄等を 調べる 。

地域交流の日に向けた準備③

地域交流の日に向けた準備①

国際理解Ⅰ（ 日本と の比較） 　 調査・
ま と め

日本と 諸外国の様々なデータ を も と に、 国際理解と はど の
よ う なこ と ができ る こ と なのかを考える 。

地域交流の日に向けた準備②

水を き れいに保つためには、 ど のよ う なこ と が必要で、 何
を する べき かを考える 。

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和8年度）

総合的な探究な時間 総合探究 2年次指定

地域の学校・ 企業を学ぶ　 講義

未来の自分デザイ ン　 ま と め

学
習
目
標

人権についてⅠ　 講義 人権と は何かを 人権問題の例を 取り 出し 、 考える 。

オリ エン テーショ ン

学校の周辺を 知る 　 講義・ ま と め 北区の歴史について知る 。 学校周辺を 散策し ながら 、 地形
について学ぶ。

特産品と はど のよ う なも ので、 ど のよ う な決ま り がある の
かを 調べてみる 。

学校の周辺にある 学校についてど のよ う な特徴がある のか
を 学ぶ。

特産品・ 伝統工芸を 学ぶ　 講義・ 調査

前回の学習内容を 踏ま え、 人権問題について、 自身の経験
と 結びつけ、 理解を 深める 。

人権についてⅠ　 ま と め

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

1年間の流れ、 目標を 共有し 、 ど のよ う な力を 養う 時間かを
理解する 。

福祉と 一言で表さ れる が、 ど のよ う な事を担っている のかを調べ、
福祉サービ ス にど のよ う なも のが必要かを考える 。

動画や散策に対し 、 能動的に関わろ う と し ている か。
（ 動画の視聴や散策に意欲的である 。 ）

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

身近なニュ ース や地域課題から 現代日本の社会課題と の関
連を 考え、 統計データ を 読み取り 、 その原因に自ら の仮説
を 立てる 。

国際理解と は、 そも そも なんである かを考えてみる 。

特産品・ 伝統工芸を 学ぶ　 ま と め 伝統工芸と は何かを 調べてみる 。 ま た、 伝統工芸と し て認
めら れる にはど のよ う なこ と が必要かを考える 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

福祉を 知る

国際理解Ⅰ（ 日本と の比較） 　 講義

社会課題を 考える 　 講義・ 調査

　 １ 年次の内容を さ ら に深く 探究し 、 ３ 年次の総合研究につながる よ う に体験や活動の内容を よ り 深く 行っ ていく 。 特に地域と の関り や、 社会における
自己実現の可能性など 模索し 、 生き る 力や自己の在り 方について探究を 深めていく 。

学　 習　 内　 容

１ 単位

評価の観
点 評価の観点（ 評価規準）

Ⅰ年間で、 ど のよ う な力を身に付ける べき かを理解し よ う と
し ている 。 （ ワ ーク シート の取り 組み）

教科書副教材

学　 習　 単　 元週

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

人権と は何か。 と いう 大き なテーマにも 臆せず、 内容
を 理解し よ う と する 態度。 （ 取り 組み）

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

調査結果から 結論を 考える う えで、 様々な論理展開を や視
点を 理解し 、 活用し てみる 。

水質調査について、 学ぶ。

キャ リ アプラ ンを 作成し 、 長期的な視点で将来を見つめ、
やる べき こ と 、 課題を可視化・ 再確認する 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

39 時間

なし

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。

自分の言葉で発言し よ う と 試みている 。 ワ ーク シート
に取り 組んでいる 。



教科 科目 区分 単位数

担当

知 思 態

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

6 ○

7 ○

8 〇 〇

9 ○

10 ○

11 ○

12 ○

13 ○

14 〇

15 ○

16 ○

17 ○

18 ○

19 ○

20 ○

21 ○

22 ○

23 ○

24 ○

25 ○

26 ○

27 〇

28 ○

29 ○

30 ○

31 ○

32 ○

33 ○

34 ○

35 ○

36 ○

37 ○

38 ○

39 〇 〇

備考 合計時間数 2 単位×３ ９ 週

調査・ 研究、 論文6000字⑩調査・ 研究・ 作品製作 各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

本研究発表 本研究　 部内発表⑤ 今ま での調査研究を 発表し ている 。 他人の発表を 意欲
的に聞き 、 理解し よ う と し ている 。

78 時間

本研究　 部内発表②　 パワ ポ〆切

各自資料

今ま での調査研究を 発表し ている 。 他人の発表を意欲
的に聞き 、 理解し よ う と し ている 。

①自ら 課題を 発見し 、 考え、 課題を 解決する 能力を 育成し ま す。

②テーマを決定し 、 担当教員と 話し あっ て調査・ 資料収集のも と に研究・ 作品制作を 行いま す。

今ま での調査研究を 発表し ている 。 他人の発表を意欲
的に聞き 、 理解し よ う と し ている 。

今ま での調査研究を 発表し ている 。 他人の発表を意欲
的に聞き 、 理解し よ う と し ている 。

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

今ま での調査研究を 発表し ている 。 他人の発表を意欲
的に聞き 、 理解し よ う と し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

週

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

学　 習　 内　 容

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

パワ ーポイ ン ト 作成③

パワ ーポイ ン ト 作成④

調査・ 研究・ 作品製作 パワ ーポイ ン ト 作成①

2

評価の観
点 評価の観点（ 評価規準）

年間の見通し を 理解し 、 小研究のテーマを調べよ う と
工夫し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

調査・ 研究、 論文6000字⑥

小研究　 部内発表①

調査・ 研究、 レ ポート 1200字⑤

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

学　 習　 単　 元

調査・ 研究・ 作品製作

調査・ 研究・ 作品製作 調査・ 研究、 レ ポート 1200字⑥ 各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

ガイ ダン ス 、 小研究のテーマ決め

調査・ 研究・ 作品製作 調査・ 研究、 レ ポート 1200字①

調査・ 研究、 レ ポート 1200字⑥

調査・ 研究、 レ ポート 1200字④

調査・ 研究・ 作品製作

調査・ 研究、 レ ポート 1200字③調査・ 研究・ 作品製作

年　 間　 授　 業　 計　 画　 （ 令和８ 年度）

総合的な学習の時間 総合研究 必履修

調査・ 研究・ 作品製作

学
習
目
標

調査・ 研究・ 作品製作 調査・ 研究、 レ ポート 1200字②

ガイ ダン ス

教科書副教材

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

調査・ 研究・ 作品製作 パワ ーポイ ン ト 作成②

調査・ 研究・ 作品製作

調査・ 研究・ 作品製作

小研究　 部内発表②

小研究発表

小研究発表

調査・ 研究・ 作品製作 パワ ーポイ ン ト 作成⑤

調査・ 研究・ 作品製作

小研究発表

小研究　 部内発表③　 提出〆切日

調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

今ま での調査研究を 発表し ている 。 他人の発表を意欲
的に聞き 、 理解し よ う と し ている 。

今ま での調査研究を 発表し ている 。 他人の発表を意欲
的に聞き 、 理解し よ う と し ている 。

今ま での調査研究を 発表し ている 。 他人の発表を意欲
的に聞き 、 理解し よ う と し ている 。

調査・ 研究・ 作品製作 パワ ーポイ ン ト 作成⑥ 調査研究のデータ を も と に、 傾聴者に伝わり やすい発
表用資料の製作に取り 組んでいる 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

調査・ 研究・ 作品製作

本研究のテーマ決め、 調査・ 研究①

調査・ 研究・ 作品製作 調査・ 研究、 論文6000字②

調査・ 研究、 論文6000字③

調査・ 研究、 論文6000字④

調査・ 研究、 論文6000字⑤

調査・ 研究・ 作品製作

調査・ 研究・ 作品製作

調査・ 研究・ 作品製作

調査・ 研究・ 作品製作 パワ ーポイ ン ト 作成②

パワ ーポイ ン ト 作成⑦

調査・ 研究・ 作品製作

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

各テーマに合わせて調査研究に励み、 研究の記録を 記
入し ている 。

調査・ 研究、 論文6000字⑦

調査・ 研究・ 作品製作

パワ ーポイ ン ト 作成⑤

調査・ 研究・ 作品製作

パワ ーポイ ン ト 作成③

パワ ーポイ ン ト 作成④

パワ ーポイ ン ト 作成①　 論文〆切

東京都立桐ヶ 丘高校

本研究発表 本研究　 部内発表④

本研究　 部内発表③

調査・ 研究・ 作品製作

調査・ 研究・ 作品製作

調査・ 研究・ 作品製作

調査・ 研究、 論文6000字⑧

調査・ 研究・ 作品製作

調査・ 研究・ 作品製作

本研究発表

本研究発表

調査・ 研究・ 作品製作 調査・ 研究、 論文6000字⑨

評
価
方
法

①普段の取り 組み　 ②研究内容　 ③ま と めたレ ポート の内容　 ④作品の内容　 ⑤発表　 ⑥PP　 ⑦自己評価　 ⑧出席状況

※各観点につき それぞれを 評価し 、 評定はこ れを 総括する 。

パワ ーポイ ン ト 作成⑥

本研究発表 本研究　 部内発表①


